
    
      
        
      
    

  
    　

    　

    　

    はんなり百合色温泉郷

    　

    月谷こっこ

    


    　

    　


    
        一

        　

        平日の真昼の電車内は意外と人がおらず、ボックス席も今は私が独占している。

        窓の外から見える景色は、長いトンネルを抜けると一転、昭和の趣が色濃く残った町並みへと切り替わる。

        低い和風建築の脇には柳が並木として植えられ、あちこちから湯煙がもうもうと立ち込めているのが見える。

        ひと月振りの遠出で、わくわくしてくるのを抑えることができなかった。

        思えば、こんなに窓から見える景色が綺麗だと思うのも久々で、心にほんの少しだけ余裕ができたのかなと感じる。そう思いながら、私はつい昨日までのことを思い返した。

        　

        ＊＊＊

        　

        「もう、やだぁぁぁぁ……！」

        心の底から悲鳴が漏れた。私の声に呼応してだろう、ドンッと薄い壁を叩かれた。隣の部屋のお客だ。私はそれに「すんません」と答えた。わかればいいと思ったのか、向こうもこれ以上壁を叩くことはなかった。

        私が悲鳴を上げた原因は、目の前のパソコンのモニターに映っている。

        立ち上げたメールフォームには、それぞれ違う会社からの、ほとんど代わり映えしない文章が並んでいる。

        　

        『東堂とうどう未央みお様、弊社の社員募集に応じてくださり、誠にありがとうございます。今回は不採用となります。弊社とはご縁がなかったということで、今後の活躍をお祈り致しております。』

        『……弊社とはご縁がなかったということで……』

        『……弊社とは……』

        　

        ほとんど内容の変わらないお祈りメールに、心は打ちひしがれていた。私がいったいなにをしたんだ。傷付いている心によってたかって塩を塗り込まれたような、被害妄想ばかりが頭をよぎる。

        会社をクビになったのは、ついひと月前だった。

        社長が急死し、社長の息子が会社を継いだところ、多くの社員を軒並みリストラ対象にしたのだ。社員寮に住んでいた私は、住むところすら奪われて、それからずっとネットカフェのお世話になっている。

        だからといって、今は実家に帰りにくい。お姉ちゃんが出産のために里帰りしているため、てんやわんやしている真っ只中なのだ。無職になった妹がのこのこ帰って、迷惑なんてかけたくない。

        私はすっかりと生活臭溢れてしまった、自分の借りているネットカフェのスペースを見回す。

        コンビニで買ったお泊まりセットが端にあり、ときどき近所のコインランドリーにまで洗濯に行っているから、タオルもルームウェアも比較的綺麗だ。面接用のスーツは、いつでも着ていけるようにとハンガーに吊されている。

        でも。このひと月、ネットカフェで借りたシャワーしか浴びていないせいか、手先が氷のように冷たい上に、自慢だったはずの長い髪もパサついて傷んでしまっている。肌だってかさついてしまっているのは、いい睡眠が全然取れてないせいだろう。

        なんとかしないと。なんとかしないと……そうわかってはいても、大量のお祈りメールが私の自信を削ぎ取っていく。どうにか気合を入れ直して、ネットカフェから通える範囲の会社を検索しているときだった。

        　

        【由利ゆり温泉郷おんせんきょうで体はしっとり♪　心ははんなり♪　海と山の幸を召し上がれ♪】

        　

        ちょうど次の会社のサイトを開いたとき、広告にそう表示されたのだ。

        由利温泉郷……温泉かあ。由利という地名には聞き覚えがないけれど、温泉がひどく心地よく胸に響いた。温泉に入れたら、傷んだ髪や肌にも潤いが戻るかな。上手くいかない就活で疲れた私は、何気なくその広告をクリックしていた。

        出てきたのは、昭和を思わせるような面影の町並みに、湯煙が漂っている光景。どこもかしこも浴衣の人たちが歩いていて、なんとなく楽しげだ。いいなあ……温泉。そこまで見ていて、どこかの宿屋で出された料理を運んでいる仲居さんの写真が出てきた。

        そこで私は、ピンと来た。

        温泉郷だったら、住み込みの仕事があるんじゃないかと。仕事と住むところが欲しい私からしてみれば、それはとてもおいしい話に思えた。

        由利温泉郷で仕事はないかなと思って検索をかけたものの、これは観光アピールをしている地元企業のサイトで、旅館とは連絡が取れそうもなかった……古い町並みだし、もしかしたら今もサイト運営していない旅館が多いのかもしれない。

        普通に考えたら、残りの貯金もわずかな中で、仕事を求めて突撃するのは無謀だった。わかってはいる。でも。

        いつまでもネットカフェの硬い椅子で寝ていられないし、どうせひと月ここで生活しているんだ。これから更にひと月同じことを繰り返すのと、今違うことをして現状を変えてみるのと、どっちのほうがまだなにかが変わる芽があるとしたら、圧倒的に後者だった。

        そこまで考えてから、私は由利温泉郷への行き方をスマホに登録した。思っているより近場だし、これなら電車賃もそこまでかからないだろうけれど、念のため残りのお金を降ろしてこよう。そして、行くだけ行ってみよう。

        なにも変わらなくってイライラしていた私にとって、この広告は天から降りてきた蜘蛛の糸に等しかった。

        　

        ＊＊＊

        　

        『次は──由利温泉郷──由利温泉郷──お降りのお客様は──』

        駅からバスを乗り継ぎ、とうとう由利温泉郷までやってきた私は、降り立った町並みを見て、思わず「わあ……」と言った。

        サイトで確認していたとはいえど、柳の並木には趣があるし、あちこちで温泉の湯煙を利用したゆで卵や蒸し野菜を売っているのが見える。

        旅館も建ち並んでいるし、ここでだったら一軒くらいは住み込みの仕事が見つかるかもしれない。私はうきうきしながら歩みを進めようとした、そのとき。

        いきなりドンッと強くぶつかられた。

        「ああ、ごめんよ！」

        「いえ、こちらこそ……」

        私にぶつかっていった男性は、あっという間に見えなくなってしまった。私は気を取り直して歩こうとしたとき、鞄が少しだけ軽いことに気付いた……あ、あれ？

        思わず鞄の中身を見て、愕然とする。

        ……私の、全財産の入った財布が、なくなっている。

        バスを降りるまではあったはずなんだ。だとしたら、どう考えても先程ぶつかってきた人に持って行かれたとしか思えない。

        頭がだんだんと真っ白になってくる。

        私、仕事はない、住む場所もない、そしてとうとう全財産までなくなっちゃって……こんな誰も知らない場所で、どうしろっていうの……。

        だんだん頭がぐらつき、視界も歪んできた。

        気付いたら私は、道ばたで倒れていた。

        ひと月分のストレスに疲労、なによりも睡眠不足が一気に襲ってきたのだろう。誰かの悲鳴を耳にしたような気がしたけれど、もう私にはなにもわからなくなっていた。

        　

        ＊＊＊

        　

        まどろみの中、体は羽毛に包まれたような心地よさを覚えていた。

        このひと月の間、私はネットカフェの硬いデスクチェアが寝床だった。だとしたら、ここは極楽なんだろうか。本当に、極楽極楽とはよく言ったもんだ。

        この心地よさと温かさで、私は思わずゴロン……と寝返りを打ったところで、枯れ草のような匂いがすることに気が付いた。最後にこんな匂いを嗅いだのは、おばあちゃんの家に遊びに行ったときだったと思う。日焼けした畳の匂いも、ちょうどこんな匂いだった。おばあちゃん、まさか温泉郷に仕事求めて出かけて野垂れ死ぬなんて、私も思わなかったよ……。

        そこまでまどろんでいたら、だんだんと意識がはっきりとしてきた。

        ようやく寝返りを打って天井を見ると、思っているより高い、古い木の梁が見えた。そして床には毛羽だった畳が敷き詰められていて、ふかふかとした羽毛布団と並べるとややミスマッチだった。

        調度品は質素で、ちゃぶ台とラジオしかない。それが却って盆と正月に里帰りした実家のような安心感を与えている。

        ここ、どこ……？

        「失礼します。起きてらっしゃいますか？」

        落ち着いた声が聞こえ、私は思わず「は、はい！」と答えた。

        「失礼しますね」

        襖がすっと開いたと思ったら、私はその人に目を奪われていた。

        切り揃えられた前髪が最初に目に入り、続いてそれをサイドテールにまとめた髪、透き通るようなつるんとした肌に形のいい眉。鼻は低くて唇はぷっくりと膨れているその人は、和風美人と呼ばれるものだろう。

        その人は前掛けをしてたすき掛けした着物姿で入ってきた。

        「あ、あの……ここはいったい？　私、財布をまるごと盗まれて何も持ってないんです」

        「まあ！　それは大変な目に逢いましたねえ……うちの宿の前で倒れてらっしゃったのでびっくりしたんですよ」

        「そうだったんですか……ああ。ありがとうございます！　私、東京から来ました、東堂未央と言います」

        「あらあら、ご丁寧に。私はここの民宿京極堂きょうごくどうの女将おかみをしています、京極七恵ななえと申します」

        「お、女将さんでしたか……そんな、お忙しい中、本当にありがとうございます……」

        私は七恵さんと名乗った女将さんにペコン、と頭を下げたとき。

        グ～ギュルルルルルル～……。

        あり得ないくらいに大きな腹の音が鳴ってしまい、思わず布団を顔から被った。恥ずかしい、穴があったら入りたいくらいに、恥ずかしい。

        命の恩人の前で、なんでこんなに。

        私がひとり悶絶している中、七恵さんは気遣わしげな声を上げた。

        「あらぁ、お腹が……賄まかない食しょくくらいだったら出せるのですけれど……どうなさいますか？」

        「こ、これ以上ご迷惑をおかけする訳には……」

        そうは言っても、追い打ちをかけるように、お腹は更に「グルルルル……」と野犬の鳴き声のような音を上げる。もう止めて。もう自分で墓穴を掘って埋まりたい。

        それでも七恵さんは優しかった。すっくと立ち上がると、そのまま部屋を出ようとする。

        「お待ちくださいね。私もちょうどお昼を食べようとしていたところですから、一緒にいただきましょう」

        そう言って立ち去ってしまった。

        残された私は、ようやく布団から出てきて、辺りを見回した。

        民宿だと言っていたけれど、ここは客室と言うには所帯じみすぎている。それに賄いを一緒に食べようということは、ここは従業員室ってところだろうか。

        そこまで考えていたら、先程出て行った七恵さんがすぐ戻ってきた。

        持ってきたお膳には、お茶碗にこんもりと盛られたご飯に、ピカピカのお漬物に梅干し。器に盛られているのはなめろうで、味噌汁からは磯の匂いが立ち昇っている。

        「ごめんなさいね、お客様に出した朝食の残りで……時間があったらもうちょっとちゃんとしたものを用意したんだけれど」

        「い、いえ……！　充分です！　いただきます！」

        私はまずはピカピカに光り輝くご飯を食べた。ほかほかの炊きたてご飯なんて、いつ以来だろう。炊き方がいいのか、それとも久し振りに食べた白米のせいなのか、驚くほど甘く感じる。そしてシンプルな漬物と梅干し。見た目も市販品に見えるのに、食べてみるとびっくりするほど滋味深い味がする。漬物も梅干しも、もっと塩辛いとか酸っぱいとかそういう味だと思っていたのに、なにがそんなに違うのかがわからない。

        そして決定的なのは、そのなめろう。見た目だけだったら刺身を形がわからなくなるまで刻んだんだろうなくらいにしか思わないのに、味が思っている以上に奥深い。みょうがや生姜、紫蘇が一緒に刻まれたそれは、ご飯と一緒にいくらでも食べられる。

        味噌汁も多分魚のあらで出汁だしを取ったものだ。具材こそなにも入ってないものの、味噌汁だけで充分満足感がある。

        こんなおいしいものが賄いって、これだけでも充分お金が取れるだけの価値はあるのに。食べながらだんだん、涙が出てきて鼻水も出てきた。

        ひと月にも及ぶネットカフェ生活で、心身共に参ってしまっていたのだろう。人に優しくされたことが嬉しくて、泣きながら夢中で食べていた。

        向かいで食べていた七恵さんは、本当に驚いた顔でこちらを見ていた。

        「まあ……よっぽどお腹が空いてらっしゃったんですねえ……よろしかったらおかわり出しましょうか？」

        「さすがにこれ以上は、いただけません！　ごちそう様です、ほんっとうにおいしかったです！　でもこんなおいしいものが賄いって……」

        「ええ。お客様にはもっとちゃんとしたものを出しますから。さすがにこれだけでは出せませんよ」

        これが温泉郷で営んでいる民宿の女将の矜持きょうじというものなんだろうか。そんなことを考えていたら、七恵さんは「さて」と切り出してきた。

        「いったいどうなさったんですか？　そんな泣くほど夢中で食事を摂とるなんて、なにかあったのでしょう？」

        そう言われて、私はドキリとする。

        そうだ。私がここに来た目的だ。

        でもなあ……お金がないので住み込みの仕事を紹介してほしいなんてこれ以上甘えてしまうのは、いくらなんでも罰が当たってしまう。

        私が狼狽うろたえて「あ……う……」と口をもがもがとさせていると、七恵さんは落ち着いた声で言葉を重ねてくる。

        「世の中は、お互い様だと思いますよ。私だってここの温泉郷の皆さんに助けられて、ここの宿を営んでいますから。ですから、東堂さんがなにか悩んでらっしゃるのでしたら、お話しくらいでしたら聞けるかと存じます」

        その言葉で、再び涙腺が決壊した。ボロボロとみっともなく泣きながら、私はどうにか言葉を紡ぐ。

        「……わ、たし……会社都合で、仕事も住むところもなくなって……でも、実家にも帰れないから、ひとりでずっと頑張ってたんですけど……再就職も家も見つからなくって……なんとか環境を変えようと思って、ここに来たら、とうとう全財産までなくなって……本当に、どうしたらいいのかわからなくって……すみません、すみません……」

        嗚咽おえつ混じりでしゃべる言葉は、我ながら情けないにも程があるものだった。助けてくれた恩人に、いくらなんでも甘えたことを言い過ぎだと自嘲したけれど、もう踏んだり蹴ったり過ぎて、どうすればいいのか、自分でもわからない。

        静かに聞いてくれていた七恵さんは「そうですね……」とたおやかな口調で言う。

        「まず、身分証明書が必要ですよね。警察と役所に行きましょう」

        「え……？」

        「あと、お仕事ですけれど。うちは朝は早いですし、夜は遅いです。接客から事務作業まで、本当に細々とした仕事が多いんですけれど……もしそれでよろしかったら、うちで働くのはどうでしょうか？　三食賄い付きで、住み込みのお仕事になるんですけど」

        「え……？」

        私には、たしかに七恵さんに後光が差しているように見えた。

        自分で話した内容は、我ながら少し盛っているんじゃと疑われてもしようがない類たぐいの話だ。でも、それを信じた上で、仕事がない、住所がない、全財産も先程なくなった私に、こんな好待遇で受け入れようなんて話……。

        気付けば私は、先程にも増して、涙が溢れて止まらなくなっていた。

        七恵さんは慌てる。

        「な、泣かないでください！　これ以上泣いたら、目が真っ赤になってしまいますよ」

        「いや……嬉しくって……私、このひと月間、面接は鳴かず飛ばずで、最終面接まで行っても、お祈りメールで素っ気なくお帰り願うようなもんばっかりだったんです……仕事と住む所だけでなく、食事までって……ありがた過ぎて、本当に涙が……」

        「ほら、落ち着いてください！」

        そう言って、私の手を取って軽く握ってくれた。その手の感触に、私はピタリと止まった。温泉に毎日触れている影響なんだろうか、指先は日頃の水仕事で硬くなっているものの、全体的にしっとりしていて、きめ細かい。爪も接客業務のためだろう、深爪に短く切り揃えられている。

        そのシンプルさが、より一層七恵さんの美しさを引き立てていた。

        「未央さん。遠路はるばるようこそお越しくださいました。これから一緒に働くんですから、どうぞなんでも聞いてください。一緒に頑張りましょう」

        「は、はい……っ！」

        気付けば私も、少しかさついた手で、彼女の手を握り返していた。

        これからきっと、素敵なことになると、そう信じながら。

        


        　

        　

    

    
        二

        　

        警察に行って盗難の被害届を出し、役所で身元書類を申請してから、いよいよ七恵さんの元で民宿京極堂での研修がはじまった。

        「こちらが、うちの制服になります」

        「着物……ですね」

        普段から七恵さんが着ているものと同じものだ。浴衣の着付けならしたことがあるから大丈夫かなと思っていたけれど、意外とそんなことはなくて、もたもたとしていたら七恵さんのほうから着付けて、帯まできゅっと結んでくれ、最後に前掛けを付けてくれた。

        「最初はなかなかひとりで着られないかもしれませんけど、慣れたら楽ですから。背中も伸びますし、仕事するときは意外とこのほうが仕事しやすいんですよ」

        「そ、そうなんですか……？」

        帯に締め付けられているせいなのか、それとも着物を着ているからなのか、たしかに背中は洋服着ているときよりも伸びているような気がする。

        ひとりで着られるように練習してから、研修がはじまった。

        有名温泉郷で働くのだから、きっと厳しい仲居修行がはじまるのだろうと思っていたけれど、意外とそんなことはなかった。

        この付近の観光スポットの場所を覚えたり、温泉提供時間前に掃除をしたり。チェックインまでに、客室の備品の整理を済ませておき、食事の提供をして、お客様がお風呂に行っている間に、布団の準備。

        覚えないといけないことは、ひとつひとつメモに書き留めるけれど、七恵さんも言っていた通り、なかなかに細々とした仕事が多いから、最初は当然ながらてんてこ舞いになってしまっていた。

        朝は日が昇る前に起きて、夜は宿の門限にきっちり鍵を閉めて見回りをしてから眠りに着く仕事は、都会の不規則な生活に慣れてしまっていた私にはかなりきつかったけれど、不思議なことに数日経てば慣れてしまった。

        民宿内にもひとつ、なかなか立派な露天風呂が存在している。この辺りは原泉が流れているのだ。

        お客様の世話が終わったあとは、私と七恵さんが独占して、そのお湯を堪能することができた。そのお湯はとろみがあって、疲労回復と肌のきめを整える効果があるとのことで、ひと月の間にボロボロになっていた私の体は、数日ここの温泉をいただくことで、みるみる回復していった。

        私がお湯をかけていると、七恵さんはくすりと笑って私の様子を見ていた。普段はひとつにまとめた髪で隠れているうなじが、タオルでまとめられて露わになっている様は色っぽく、女の私から見てもドキリとする。

        「もうすっかりと慣れましたね、未央さんもここの生活に。最初に出会った頃と比べれば、ずいぶんと顔付きも穏やかになりましたし」

        七恵さんは普段の仕事着を脱いでみると、意外と着痩せしているのだということがよくわかる。大きな胸は温泉に浸かるとふわふわと浮いてしまい、水風船のようにお湯の上で揺れている。くびれはきゅっと引き締まっているものの、お尻や太股は意外とふくよかだ。こんな女の細腕で宿を切り盛りするのは大変だっただろうに。

        私は膝をお湯の中で抱きながら、「いやあ」と答える。

        「まだまだ至らなくて、ご迷惑じゃないですか。でもまさか、ひとりで民宿を営んでいらっしゃるとは思いませんでした。大変だったんじゃないですか？」

        私の言葉に、七恵さんは控えめに笑う。

        「いいえ、ご近所さんにも助けてもらっていましたし、ひとりでうちを切り盛りするようになったのは、結構最近の話ですから」

        「え……？」

        「元々、うちは家族経営だったんですよ。父が板前で、母と私で接客をしていました。最近は少々大きめの宿にお客様を取られ勝ちだったんですけれど、それでも楽しくやれていたんですよ。でも、ちょっと両親が事故に遭ってしまって……」

        「あ、ごめんなさい……私、そこまで聞くつもりは」

        慌てて謝るものの、七恵さんは「いいえ」とプルプルと首を振る。

        「最初は本当におたおたとしましたし、それこそ今までかかわってくださった皆さんのおかげで、どうにかうちの宿も持ちこたえているんですよ。それに、未央さんが来てくれてから、私もずいぶんと楽をさせてもらっていますから」

        「そんな……私のほうこそ、七恵さんのおかげですよ。私の人生、本当にありえないくらいにどん底だったのを、なんとか脱却できたのは」

        「ふふっ。これからもよろしくお願いしますね」

        そう言って彼女が会釈をした。一緒にたぷん。と豊かな胸が震える。

        それにドギマギしながら、私も「こちらこそ、よろしくお願いします！」と答えた。

        助けてもらったのはこちらのほうなのに、七恵さんは謙虚にも程がある。七恵さんは私の言葉に、ふふっと笑った。

        家族を亡くしたばかりだっていうのに、彼女はたくましく、その影を微塵にも感じさせない。よくしてもらってばかりだし、なんとか彼女の力になりたいなあと、その気持ちは日を追うごとに強くなっていった。

        　

        ＊＊＊

        　

        ここで働きはじめてから、体内時計も調整され、早朝から働きはじめても私の体が疲労で悲鳴を上げることはなかった。

        それはいいんだけれど。気のせいかお客様が少ないような。一日ひと組あればいい方なんだ。こんなのでやっていけるのだろうか。なんとか増やせないものか。あれやこれやと考えていた。

        そう考えながら厨房を掃除しているときだった。車が停まる音がして、私は裏口を開けに行く。

        「おはようございます、北村さん。ご苦労様です」

        「やあ、おはよう未央さんも。ここでの仕事は慣れたかな？」

        「おかげさまで。いつもよくしてもらっていますから」

        「それはよかったよかった」

        そう言って、大きな発泡スチロールを持ってきてくれたのは、漁師の北村さんだった。日焼けした肌に、首元までタオルで巻いている姿で、朝イチに獲れた魚をうちの民宿に卸してくれる。京極堂とは、先々代からの付き合いなんだそうな。

        これも、ちゃんと捌けるといいな。私がそう思っていると。

        「困り事かい？　七恵さんに話せない話だったら、俺がこの場限りの話ってことで聞いてもいいけど」

        北村さんに言われ、私は「うーん」と考える。

        せっかくいい魚を卸してもらって、食事もおいしいし、雰囲気のいい露天風呂もある。私はこの数日ここで働いてみたことを言ってみた。

        「由利温泉郷って、知る人ぞ知る温泉郷の割には、かなり観光客が多いじゃないですか」

        「最近はネットでいいものはすぐ知られるからなあ」

        「そうですよね……なのにどうしてうちの民宿、思っているよりお客様が来ないんでしょう……？」

        そうなのだ。

        通り過ぎる人がたくさんいるのに。何故かうちの民宿はスルーされてしまう。お客様は一日に多くてふたりで、ひとりも来ないときだってある。

        外観がみすぼらしい訳でも、部屋が悪い訳でも、食事がまずい訳でもない。でも何故かお客様が来ない。私だって由利温泉郷はネットで知ってここに来たんだから、由利温泉郷がそもそも人に知られてないって訳ではないと思う。

        北村さんは、ちらちらと裏口を見た。

        「……七恵さんは？」

        七恵さんに知られてはまずい話なんだろうか。私はちらっと裏口を見てから言う。

        「今は朝風呂のお客様用に、露天風呂の用意に行っています」

        「そうか……なら言うけど、ここも温泉好きが噂する程度には知られてたんだよ。ここの湯は本当にいいって」

        「まあ……そうですよね」

        ひと月まともにお風呂に入れなかった私の肌が、たった数日でつるつるに戻るくらいには、ここの温泉は質がいいんだと思う。北村さんは続ける。

        「それに目を付けた日本でも有数のホテル経営者がいて、ここにリゾートホテルを建ててしまったんだよ。それで宣伝をしまくった」

        それには心当たりがある。七恵さんが前にポロッとしてくれた話だ。

        北村さんは肩を竦すくめながら、話を続ける。

        「おかげでここの温泉郷にも人が押し寄せてくるようになったけれど、団体客をたくさん請け負えるホテルや宿なんていうのも限りがあるからね。おまけに団体客が増えたことで、客層が様変わりしてしまってねえ……前みたいに閑静な温泉街じゃなくなってしまったから、結果として昔からの常連客があまり来なくなり、リゾートホテルのひとり勝ち状態って訳だよ」

        「そんな……」

        でもよくよく考えると、私だってネット広告でここのことを知ったんだから、人のことはとやかく言えないのか。北村さんは困ったように鼻を鳴らした。

        「魚を卸しに行く際に見て回っているけどね。なんとか老舗旅館は持ちこたえているけれど、この辺りの民宿はどこも大変そうだよ。七恵さんも最近は、なにかと細かい内職を増やして耐えているみたいだけれど……ただでさえ、ご家族が亡くなったばかりだから、宿を守らないとと無理をしているんじゃないかな。未央さんもできる限りでいいから、見てやってくれないかな」

        北村さんからしてみれば、七恵さんは親戚みたいなもんなんだろう。そりゃ気になるだろうし。私も北村さんに教えてもらうまで、仕事を覚えるのに精一杯で全然気付かなかった。七恵さんが内職しているなんて。

        これじゃ全然お礼にならないし、なんとか京極堂を盛り上げる打開策を考えないとな。

        「教えてくださり、ありがとうございます」

        「ああ、頑張りなよ」

        「はい！」

        北村さんを見送って、発泡スチロールを厨房まで運んでいくと、温泉の準備が終わった七恵さんが戻ってきた。

        「それじゃ、そろそろ朝食の用意をはじめますけど……あら、もう北村さんいらっしゃってたの」

        「あ、はい。今日の魚ですよ」

        そう言って見せると、七恵さんはにっこりと笑った。

        「今日もお客様に気持ちよくお帰りいただかないといけませんね」

        「はい」

        この笑顔をこれ以上曇らせたくないな。私はなんとかできないかなと、悶々と考えることとなったのだった。

        今日のお客様がチェックアウトをしてからは、予約もなく、とにかく暇だ。客室の掃除を済ませ、玄関の掃除を終えてしまったら、もうやることがなくなってしまい、手持ち無沙汰になっていて、ふと思いつく。

        「すみません、七恵さん。私、休憩時間にちょっとその辺を散歩に行ってもいいですか？」

        「あら、それは構わないけれど……なにかありましたか？」

        「よそのホテルの状況も知りたいと思って」

        「なるほど……ごめんなさいね、お客様が入らずに未央さんを不安にさせてしまって」

        七恵さんが困ったように笑うので、私は慌てて首を振る。

        「いやいやいや、全然七恵さんが悪いなんて思っていませんよ！　ただうちのお客様を引っ張っていったところがあるんだったら、知りたいなと思っただけです！」

        「ふふ……気を付けていってらっしゃいまし」

        そう見送られながら、私は足早に休憩がてら、敵情視察へと出かけていった。

        仕事着の着物からトレーナーとデニムにコートを羽織って、目的の場所を探す。

        どこもかしこも浴衣姿で温泉街を楽しんでいる人で溢れていて、これがうちのお客様だったらなとちらりと眺めながら歩いていたら。

        この辺りに建っている宿の中でもひと際新しい、大きなリゾートホテルが見えてきた。

        「うわあ……」

        自動ドアをくぐり抜け、中に入ると。そこは和洋折衷のエキゾチックな雰囲気の内装が目に飛び込んできた。花瓶には艶やかな蘭が飾られ、フロントではスタッフがキビキビとお客様の案内をしている。

        びっくりして立ち尽くしていると、自動ドアの近くで待機していたフロント係がにこやかに声をかけてきてくれた。

        「いらっしゃいませ、なにかお探しでしょうか？」

        「えっと……喫茶コーナーってどちらでしょうか」

        まさか近くの民宿の人間が敵情視察に来たなんて言える訳もなく、すっとぼけたことを言うと、フロント係はにこやかに「ご案内します」と教えてくれた。

        ホテルの喫茶コーナーは基本的に値段が高いけれど、その分味もおいしい。私はコーヒーを注文しながら、フロント係やコンシェルジュがキビキビと働くのを眺めていた。

        最初はこんなところにリゾートホテルを建てるなんてと憤慨していたけれど。ここの従業員はどの人も丁寧な接客で、それだけで値段相応の贅沢を味わっている気分になれる。

        老舗旅館だと格式高くて荷が重いって人からしてみたら、和洋折衷の内観で洋風のおもてなしをされるのは気が楽なのもあるんだろう。でも……。

        どうやったら取られてしまったお客様を、温かいおもてなしの民宿に引っ張り出せるんだろう。

        途方に暮れた顔で眺めていたら、「お待たせしました」と注文したコーヒーを届けてくれた。

        ひと口飲んだだけで広がる深い味に、ますます途方に暮れてしまったのだ。

        眺めていると、温泉郷の客層も意外と広いんだなと思い知る。うちの民宿にやってくるのは、専もっぱら若い客層なのに対して、リゾートホテルで、温泉以外にもいろいろあるせいなのか、家族連れが多い。ツアーの団体客も結構いる。

        これだけ広い層のシェアを奪われてしまったら、そりゃ老舗旅館みたいに名前が売れているところ以外の民宿は皆苦戦してしまうって訳だ。

        せっかく北村さんが警告してくれたのに、これじゃ打つ手なしだ。本当にどうしよう。

        コーヒーを飲み終えてしまい、これ以上粘っていても休憩時間が過ぎてしまうだけだと判断して、帰ることにした。

        偵察に行って、これだけショック受けて帰るだけって、意味がないな。そうぼんやりと思っていたところで。

        私は裏口から入り、「ただいま戻りましたー」と挨拶をしても、返事が来ないことにあれ、と思う。七恵さんは挨拶や礼儀作法には厳しい。電話中でない限りは用事をしていても必ず挨拶を返してくれる人だ。

        不安になって、私は民宿を探し回る。幸か不幸か、今日の予定のお客様はいない。

        「七恵さん、七恵さん。どうしましたー？」

        そう言いながら、温泉、布団部屋、倉庫、厨房と見て回る。いない。休憩時間だったら、従業員控え室にいるとは思うけど。

        私は従業員控え室の戸に向かって「七恵さん、いますか、開けますよー」と言って開けると、七恵さんがなにかしら紙束をぶち撒けて倒れていた。

        予期せぬ出来事に驚いた私はすぐに駆け寄った。

        「ちょ、七恵さん……!!」

        紙束がなにかわからないけれど、ひとまずは端に寄せておいて、七恵さんの呼吸を確認する……救急車の電話番号って何番だったっけかと思い出そうとしていたら、七恵さんが弱弱しい声を上げる。

        「ごめんなさい……ちょっと横になったら大丈夫だから……」

        「七恵さん……本当に大丈夫なんですね？」

        「ええ……」

        そのまま彼女の言葉がなくなってしまった。びっくりしたけれど、すうすうと寝息を立てているところからして、本当にただの過労みたいと、ほっと胸を撫でおろす。

        ああ、私の馬鹿。北村さんだって忠告してくれていたじゃない。七恵さんが無理しているみたいだからちゃんと見ておけって。彼女をぶっ倒れさせてどうするっていうの。

        とにかく床に転がしておくのも駄目だろうと、布団を引っ張り出した。以前に私が借りた布団はお客様用で、本来の従業員用の布団は、もうちょっと薄い。

        私は苦しくないようにと、着物の帯を解いて端のほうに置いておき、きっちりとしている合わせ目を少しだけ寛げたところで、「んん……」と七恵さんが身じろぎする声を上げることに気付く。

        「七恵さん、大丈夫ですか？」

        私の言葉に答えることはなく、七恵さんは力のない声を上げる。

        「ごめんなさい、ごめんなさい……お父さん……」

        「ちょっと七恵さん。どうしたんですか？」

        七恵さんは力のない声で繰り返し謝るのだ。

        どうしよう。寝ぼけているときに返事をしてしまうと、眠りが浅くなってしまってあまりよくないんだっけ。彼女が寝ぼけてずっと謝り続けるのに、私が狼狽うろたえていると、どうして謝り続けていたのかを知ることができた。

        「宿……潰れてしまうかも……」

        「……っ！」

        そうか……。元々七恵さんのご家族が事故で亡くなられたのは、つい最近だ。寂しいのを押し殺して宿を切り盛りしていたのに、客足をリゾートホテルに奪われてしまった。その上私みたいなお荷物まで抱え込んでしまって。

        謝るのは七恵さんじゃない。私のほうだ。

        「七恵さん、七恵さんは、なにも悪くないですよ？」

        「……ううん……」

        「あなたは毎日頑張っているじゃないですか。いつお客様が来てもいいように、宿をどこもかしこもピカピカにして。いつも新鮮な材料を用意して、最高のおもてなしをして。帰っていくお客様は、皆にこにこ満足して帰ってらっしゃるじゃないですか。七恵さんは、なんにも悪くないですよ」

        「……うん……」

        先程までうなされていた七恵さんの声が、少しずつ落ち着いていく。でも。また青い顔で「でも……」と言いはじめた。

        「ごめんなさい、ごめんなさい……」

        不安で押し潰されそうで、悪夢を見ているのかもしれない。私の声も、もう届いていないのかも。どうしよう。どうしよう。

        思い浮かぶのは、私が初めて京極堂で彼女に助けてもらったときだった。あのとき、七恵さんの優しさに触れたから、私は人間に戻れたんだ。そんな心優しい人が苦しんでいるときに、なにもできないなんて、嫌だ。

        そう思ったとき、気付いたら彼女のぽってりとした唇を奪っていた。普段から温泉で磨かれた肌もだけれど、唇も思った以上にしっとりとしていて、プルンとした感触が心地いい。最初は彼女の唇をくっつけるだけ。何度も何度も、角度を変えて吸い上げたところで、ようやく彼女の声が落ち着いてきた。

        でもどうしようと考える。

        悪夢を見ているってことは、眠りが浅くってきちんと寝付けていないんだ。ただでさえ民宿は朝から晩まで忙しいのに、これじゃ七恵さんの体が持たない。

        そう考えたら、自然と手が伸びていた。

        ……これは、あくまで救命活動であって、私のよこしまな気持ちを寝ている間に実現させようとしているんじゃない。私はそう言い訳した。

        彼女の寛げた着物を完全に脱がせると、襦袢じゅばん姿になる。その襦袢を留めている紐も全て解いてしまった。襦袢の下はロングキャミソールにブラ、ショーツと、着物にラインが映らないようにとレーシーなもので身を包んでいた。

        日頃から着替えているときや温泉に入る際に見えているというのに、いざこうして照明の下で見ると、着物の清楚な姿の下に、こんな色香を閉じ込めていたのかとびっくりする。

        「七恵さん……触りますね。一度発散させたら、よく眠れますから……」

        私は恐々と七恵さんに覆いかぶさった。

        眠っている彼女になにをしているんだと思うけれど、他にできることが思いつかなかった。

        ツルツルとしたロングキャミソール越しに首筋を舐めると、七恵さんの喉は「くぅーん……」と抗議するように声を上げた。温泉で磨かれた体は、どこに舌を這わせても吸い付くようなしっとりとした感触がし、首筋から鎖骨までのラインを舐め上げると、だんだん七恵さんが苦しく息を吐きはじめた。

        私は胸が苦しくないようにとロングキャミソールの間に手を突っ込んでブラのホックを外してカップを持ち上げてあげると、既に乳首は硬く尖って主張していた。鎖骨が弱いらしく、その窄つぼまりを舌で刺激するとピクンピクンと乳首を震わせた。

        ロングキャミソール越しに乳首を摘まんで擦り上げると、だんだん苦しげだった吐息が、甘いものへと変わっていく。

        「七恵さん、鎖骨を舐められながら、乳首をコリコリされるの好き？」

        「ふぅ……うう……んんっ……っ」

        「苦しいことや、痛いことは絶対にしませんから」

        肯定するように、自分からロングキャミソールに乳首を擦り付けるように豊満な乳房を揺らしはじめる。その弾むような肌触りは心地よく、私の手をいっぱい広げても乳房を掴むことすらできない。

        それでも掌に包めた程度をやわやわと揉み上げると、七恵さんは内股を擦り付けてよがる声を上げるのだ。

        よかった、気持ちいいらしい。

        そんな彼女の胸を刺激し、内股が刺激したがっているショーツに指を引っ掛けてずらすと、そこは既にとろんと愛液で糸を引いていた。

        彼女の脚を広げてから私の肩に乗せておき、彼女の茂みで覆われた秘裂を見る。茂みで隠れているけれど、そこからはむわりと栗の花の匂いが広がっているし、指で掻き分ければ秘裂からはちゃんととろみを帯びているから、痛くはなさそうだ。

        さすがに一度軽くイッておけば、ちゃんと眠れるだろうと、私は自分の指を見る。仲居修行をはじめてからの私の指の爪は、常に深爪気味に切り揃えているから、彼女を傷付ける心配もないだろう。自分の爪の長さに安心しながら、私はそれに吸い付いてふやかし、彼女の秘裂にふやかした指を差し入れた。途端に彼女の体はビクビクッと白魚のように跳ねた。

        「い……やぁ……」

        「大丈夫ですよ、七恵さん。痛いことはなんにもしないですから。軽くイッてしまえば、よく眠れますからね」

        そう言いながら、彼女の秘裂の中で指をくの字に折り曲げた。

        途端に彼女の膣はうねり、最初は指を閉め出そうと抵抗するけれど、くの字に曲げた指先を擦り付けた途端に、膣は逆に私の指を離さないとするようにきゅうきゅうと締め付けてきた。

        気持ちがいいんだ。そのことにほっとしながら、私は彼女の膣を何度も何度も刺激する。だんだんと愛液の量が増えてきて、その粘度も強くなってきた。もうちょっとで彼女もイくだろうけれど、決定的ななにかが足りないんだ。

        どうしよう。私も七恵さんが悪夢を見ることなく眠らせたいだけで、痛い思いをさせたい訳じゃない。そのとき。彼女の秘芽がピョコンと反応を示しているのが見えた。

        ああ、そっか。何度も秘裂を刺激したせいで、反応しているんだ。私は一旦秘裂から指を抜き取ると、濡れそぼった指で、七恵さんの秘芽を摘まんでみた。

        秘芽は先程からの行為で熟れに熟れ、硬く尖りを帯びている。たしか性帯感で、ここも刺激すると気持ちがいいんだっけか。触ってみて、痛そうだったら止めようと思ったものの、七恵さんの顔には痛みよりも快感で口元が緩んだままだから、別にここを刺激しても大丈夫そうだ。

        だとしたら、ここを刺激してあげたらいいんだろうと、私はネットのうろ覚え知識で、彼女の秘芽を触ってみることにした。指でくるくると秘芽の周りを円を描くように刺激すると、七恵さんは「うん……」と声を上げる。

        まだ刺激が弱いのかなと思って、軽く秘芽の根元を突いてみると、今度は「ふ……んっ……」と腰を跳ねさせる。これくらいの刺激がいいのかなと、私は優しく指で突いて引っ張ると、だんだん七恵さんの声が上がってきた。

        「はぁ……んっ……」

        「七恵さん、気持ちいいんですか？　クリ弄られるのが、一番好きなんですか？」

        「ん……ふぅ……うう……」

        「おっきくなってますもんね。ここコリコリしてて、私が刺激する前から芯がピンと通ってて。エッチですね？」

        「ふう……うう……」

        日頃からはんなりとした雰囲気の人が、私の手淫でこんなに乱れて、こんなにエッチな姿を見せている。そのギャップでクラクラしそうになりながら、私は最後の仕上げとばかりに、彼女の秘芽に痛くない程度に爪を立てた、そのときだった。

        プシャー……

        「え……？」

        私は驚いて彼女を見た。やだ。まさか急に体を冷やしたから、七恵さんをお漏らしさせてしまった？　焦って控え室に備え付けのボックスティッシュを引っ張り出して拭き取るものの、特にアンモニア臭はしなかった。

        これって。もしかして、潮……？　潮を噴くのなんて、ＡＶの世界だけだと思っていたけれど、本当に興奮したら噴けてしまうものなんだと、初めて知った。でもたしかに七恵さんの秘裂からはドロッと愛液が溢れてしまっているから、今のがイッた合図なんだと思う。

        慌ててティッシュ総動員して下半身を拭き、続いて脱がせてしまった下着を着け直しておく。

        着物はどうしようと悩んだ末に、下に着ていた襦袢だけ着せておいて、着物のほうはハンガーに掛けておくことにした。

        襦袢の帯をかなり緩めてから、最後に布団を被せておく。

        「……七恵さん、私。あなたに倒れられてしまったら困りますよ」

        七恵さんの顔からは、やっと苦悶の表情は消え失せ、規則正しい寝息が聞こえてくることにほっとしながら、私は彼女に独白を漏らす。

        「仕事どころか帰る場所も無くしてしまった私を助けてくれたのは、あなたなんです。そのあなたまで失ってしまったら、私はどうすればいいんですか」

        家族を亡くしたばかりだから、ずっと気を張っていたんだと思う。家族の残してくれた宿を守ろうと、見えないところで必死になって。なにもかもを失ってしまうと焦る気持ちは、ネットカフェで先の見えない就職活動を続けた私にだって想像が付く。だからこそ。

        「まだ頼りないかもしれないですけど、頼ってくださいよぉ。私にちゃんと恩返しさせてくださいよ……私は七恵さんからはもらってばっかりで、まだなんにも返せてないんですから……」

        そう呟いていたところで、沈黙を打ち消すように電話が鳴った。予約や問い合わせの電話だったらいいんだけれど。私は立ち上がった。

        「すぐ戻りますからね」

        それだけ言い残してから、私はパタパタと電話まで走って行った。

        　

        ＊＊＊

        　

        電話が来たものの、宿の予約ではなくて問い合わせだった。少しだけがっかりしながらも、一応京極堂の案内をしてから電話を切る。

        今日はお客様が来てくれなかったな。そうがっかりしながら、夕食は朝に仕込んでいた魚を焼き、七恵さん特製のお新香とご飯、味噌汁を適当に従業員用の食器に入れてお膳に載せて持っていくことにした。

        ……七恵さんを眠らせるためとはいえど、手を出してしまった。

        どう考えたってあれは和姦とは言えなかったけれど、あのままだとまた七恵さんは悪夢に苛まれていた。どうするのが正解だったんだろう。私はしょんぼりしながらお膳を運んでいたら、従業員控え室が見えてきた。

        「失礼しまーす。七恵さん、起きてらっしゃいますか？」

        従業員控え室に向かって声をかけると「はあい」とはんなりとした声が返ってきて、心底ほっとした。

        戸を開けると、七恵さんは上半身を起こして窓の外を眺めているところだった。

        「ごめんなさいね、未央さん。私、倒れてしまって……今日のお客様は？」

        「いいんですよ、大丈夫です……今日はお客様はなかったです」

        「そう、ですか……」

        七恵さんは悲しげに俯くので、私はできる限り明るい声色をつくって、お膳を差し出した。

        「私が倒れたときの反対ですね。あのときは、七恵さんが行き倒れているところで、七恵さんがわざわざお客様布団を用意してくれて、こうしてお膳にご飯を用意してくれて」

        「そういえば、そうですね……いいんですよ。未央さんが来てくれてから、私もずいぶん助かっていますから」

        「私、まだなあんの役にも立ててないですよぉ。ほら、冷めないうちにいただきましょう」

        そう言って、私は七恵さんの布団の向かいに自分のお膳も並べて、パチンと手を合わせた。

        私がしたことを知ってしまったら、七恵さんは幻滅するかもしれない。でも、他にどうするのが正解だったのか、未だにわからない。そうしょんぼりとしていたところで、七恵さんのほうから「未央さん？」と声をかけてくれたので、慌ててご飯の味を言う。

        「おいしいですよぉ、七恵さん」

        私を助けてくれた味だっていうのはもちろんのこと、毎晩一生懸命仕込んでいるのを見ているから、余計においしく感じられるんだ。

        「これをお客様が食べないのはもったいないですし、悲しいです。ところで」

        「はい？」

        七恵さんはキョトンとした顔で、温め直した食事をいただいている。私はずっと疑問に思っていたことをぶつけてみた。

        「なにかひとりで抱えているんじゃないですか？　私では力になりませんか？」

        暇で暇でしょうがないっていうのならわかるけれど、さっき端に寄せていたビニール袋の説明が付かない。

        私の問いかけに、七恵さんは眉を八の字にさせた。

        「ええ。あまりにもお客様が少ないと、宿を守ることができないでしょう？　いろんなことにお金がかかるから」

        「まあ……そうですよね」

        「だから、お客様が少ない日はずっと内職していたんです」

        七恵さんはそう言って、私が端に寄せていた紙束を見つめた。よくよく見たらそれは、数字が項目ごとにびっしりと書かれている……どう見てもそれは帳簿だった。

        そういえば北村さんも言っていた、七恵さんは内職しているって。

        


        　

        　

    

    
        三

        　

        七恵さんは帳簿に手を伸ばすと、端のほうに寄せてあった段ボールを引っ張り出す。そういえば、最近暇なとき、私に電話番を任せて七恵さんはどこかに行っていたけれど、それとなにか関係あるのかな。

        七恵さんは段ボールの蓋を開くと、そこには大量の領収書にレシートが封筒に入れられていた……会社で働いていたときの、年末調整のことを思い出して、だんだんとめまいがしてくる。

        「えっと……これはいったい？」

        「これ、全部内職のものです」

        「内職って……」

        「どこもかしこもリゾートホテルにお客様を吸われて経営難ですから。ですから、老舗料亭でなにか内職を請け負えないかと相談したら、事務仕事を任されたんです。税理士に任せるよりも安いからと喜ばれましたし、今月もなんとか凌げそうですから……」

        「ちょっと待ってくださいよ……これ、全部七恵さんひとりでやっていたんですか!?」

        「ええ、そうですけど」

        「それもっと先に言ってくださいよぉ……もし言ってくれたら、七恵さんを倒れさせるようなこと、絶対しませんでしたのに」

        「でも……未央さんはうちの仲居ですもの。あなたが来てくれてから、私も内職に集中できるようになって、うちの宿を守れる目星も立てられるようになったんですよ？　感謝してるんですから」

        「そうじゃなくってぇ！」

        私は悲鳴を上げる。

        この人ってば、無理し過ぎなんだ。ご家族が亡くなってしまってから、もう最後の拠り所かこの宿だからって、体張って無理して。

        そんなの、亡くなったご家族だって望んでないでしょ。

        「お願いですから……お願いですから無理しないでくださいよぉ……あなたがまた倒れたら私嫌ですし、ご家族だってきっと悲しみますよ」

        「未央さん……」

        さっきまでの頑なだった態度が、ご家族のことを上げた途端に、ピクンと肩を跳ねさせて俯く。

        よっぽどご家族のことが大切だったんだなと思ってしまう。

        私は必死に七恵さんに訴える。

        「……内職だけだったら、もっといろんなもの切り詰めないと宿は守れても七恵さんの生活ができませんよ。それに今月は凌げても、いつまでも続けられる訳がないじゃないですか。もっとなにか考えましょうよ」

        「でも……宣伝もしたし、今まで泊まってくださったお客様にもずっとお手紙は出しているですよ。それでもお客様が戻ってきてくれない場合は……どうしたら？」

        「それは……もっとこう、偵察しましょう！　幸か不幸か生き残っている老舗旅館とコネがあるんですから、どうして苦しくなってもリゾートホテルと渡り合えているのか探れるかもしれないですし！　ひとまずふたりで作業を片付けましょう。持っていく際に偵察できれば、お客様を呼べるヒントができるかもしれませんし」

        「そうですね……そうかもしれないですよね。ええ、頑張りましょう」

        もう今日はお客様も来ないことだしと、私たちは急いで帳簿を二手に分けて作業をはじめた。ひとりでするには気が遠くなりそうな量だったものの、ふたりで分ければどうにか片付けられる量だったことに、少しだけほっとした。

        　

        ＊＊＊

        　

        朝の仕込みと掃除を終えたあと、計算の終わった帳簿を運びに老舗旅館へと行く。結構な量がため込まれていたおかげで、ひとつにまとめるとダンボールひとつには納まりきらず、私たちはそれぞれひとつずつカートに乗せてカートを引いて運ぶこととした。

        辿り着いた老舗旅館は、敷地を和風庭園で取り囲んでおり、お客様の通る正面出入り口は飛び石が並んで雅やかな印象がある。私たちは裏口のほうから、中へと入っていった。

        「おはようございます、京極堂です。経理作業の終わった帳簿をお届けに参りました」

        「ああ、ご苦労様です。本当にどこも大変でしょう」

        「いえ。こちらこそ仕事を発注してくださりありがとうございます」

        来てくれた仲居さんの着物は、七恵さんや私が着ている制服の着物よりも幾分か高いものだなと、模様を見て思う。老舗旅館は格式を守ることで、上客を逃がさないという方法でお客様を守っていたんだろうか、とぼんやりと思う。

        私たちは仲居さんに案内されて、事務所に帳簿を返却すると、そのまま帰ろうとした矢先だった。

        「どうなっているんですか、ここの宿は……！　由利温泉郷で一番の上宿だって聞いていたのにこれじゃあんまりです……！」

        女性の怒声が聞こえてきた。驚いて声のほうを見ると、仲居さんが申し訳なさそうに会釈してくる。

        「申し訳ございません。お恥ずかしいところに立ち会わせてしまい……」

        「いえ……ですけどどうなさったんですか？　こちらでしたら、接客なんてなんの問題もないじゃないですか」

        七恵さんが気遣わしげに仲居さんを労ると、仲居さんは「ありがとうございます……」と頭を下げてから、周りを見回した後にこそっと耳打ちしてくる。

        「うちの宿もリゾートホテルに対抗して、前よりも大勢の団体客を取り入れることにしたんですけど……そのせいで女性のお客様からクレームが相次ぎまして」

        「まあ……」

        「宴会のお客様が個人で来ている女性に絡んでしまったんです……お酒が入って気が大きくなってしまったみたいで」

        よくある話と言ってしまえばそれまでだけど。

        温泉を楽しみに来た先で、酔っ払いの世話なんてやってられないし、そりゃクレームを入れたくもなる。

        女性客の怒声に、落ち着いた声の女性がひたすら謝り続けているのが続いている。多分この声は女将さんだ。

        「誠に申し訳ございません。こちらのご予約はキャンセルさせていただきます」

        「本当にどうすればいいんですか。連泊の予定だったのに……」

        とうとう女性の嗚咽まで聞こえてきた。立ち聞きしてしまって気まずい。私がむずむずとしていると、七恵さんが「あのう」と仲居さんに言う。

        「あのお客様、もしよろしければ、うちにお泊りいただけませんでしょうか……？」

        「ええ？　いいんですか？」

        「小さな宿で恐縮ですけど、お客様さえ納得いただければ、こちらは歓迎です」

        七恵さんの肝の据わった提案に、私も仲居さんも押し黙るものの、すぐに我に返った仲居さんは「お客様と女将に伺ってきます……！」と小走りに去って行った。

        やがて仲居さんは小走りで戻ってくると、指で円を描いた。

        「大丈夫です！　お客様をどうぞよろしくお願いしますと！」

        「まあ……」

        七恵さんと私は、顔を見合わせた。

        数日ぶりのお客様だし、久々に新鮮な食材を新鮮なまま提供できる。

        私たちは急いで宿に戻り、お客様をお呼びするための部屋を用意するのだった。

        　

        ＊＊＊

        　

        女性客は、七恵さんの食事にも温泉にも、なにもかもに感激していた。

        「本当にこんなに雰囲気のいい宿があるなんて、思いもしませんでした。あのときお声を掛けていただいて助かりました……！」

        先程、老舗旅館で怒声を上げていた人とは思えないほどに、上機嫌な声だ。七恵さんの用意したお膳には、お茶碗に米ひと粒すら残っていない。

        七恵さんは「いえいえ、大変でしたね」と言いながら、お膳を下げる準備をしていると、女性客は「そうなんですよ！」と訴える。

        「酔っ払いの団体客に絡まれて、部屋の前まで着いてこられたりして怖くって……最終的に部屋を替えてもらったんですけど、怖くって眠れなかったんです。前まではあそこの旅館を贔屓ひいきにしてたんですけど、客層が変わっちゃったんですよね……」

        そう女性客はシュンとする。老舗旅館も大変だから、宴会客を多めに入れるようにしたら、こうして取りこぼされちゃうお客様が出てしまうんだな。と、そこまで考えてピンと来た。私はできる限り平静を務めて、女性客に尋ねてみる。

        「前はどうだったんですか？」

        「どこも静かでしたし、なによりも女ひとりでも安心だったんですよ。ファミリー層や団体客を取ったほうが、宿としては儲かるんでしょうけど、旅行が趣味の人間としては肩身が狭くって」

        「なるほど……ありがとうございます」

        私は七恵さんと片付けに戻ってから、「七恵さん」と思いついたことを切り出してみた。

        「もしかしてうちの宿、老舗旅館やリゾートホテルと棲み分けする方法があるんじゃないですかね？」

        「え……？　どういうことでしょう？」

        「もういっそのこと、大勢のお客様のことは一旦諦めて、女性のひとり旅専門の民宿って打ち出して宣伝するのはどうでしょうか？」

        「え……？」

        七恵さんは困ったように首を捻って、もう一度言ってみる。

        「女性のお客様だけなんですか？　男性は？」

        「そこなんですけど、男性は案外トラブルには巻き込まれにくいと思います。それに温泉旅館にひとりでのんびりしたかったのに、ナンパされてひとりで温泉巡りができないって例もありますから」

        「そういうものなんですねえ……」

        私の言葉に、七恵さんはいまいちピンと来てないようだ。都会だったら結構よくある話だから、余計にさっきのお客様が気の毒に思ったんだけど。

        私はパソコンでネットを立ち上げて、それを見せてみる。

        「サイト作成で、予約受付とかだったら、前に働いていた会社で担当したことありますからできますけど、それと一緒にＳＮＳで料理と温泉の写真を使ってＰＲしてみてもいいですか？」

        「女性のお客様のみっていうのがピンと来ないけど……大丈夫なんでしょうか」

        「大丈夫ですよ。食事がおいしくって、温泉にひとりでものんびり浸かれるって、本当に貴重ですから」

        こうして、私は昔取った杵柄で、サイト作成をはじめることにした。

        まだ誰も入っていない温泉の写真を撮りに行き、続いて七恵さんのつくったお膳の写真を撮る。魚の味噌漬けはいい具合に漬かっているし、ご飯もほっこりとしていておいしそう。揚げと季節野菜の煮浸しに、漬け物と梅干しもおいしそうだ。

        私が一生懸命写真を撮っていると、七恵さんは顔を赤らめさせる。

        「これ、写真で撮るんだったら地味じゃないでしょうか……もうちょっと派手なもの撮ります？　北村さんから鯛とか頼んだほうがいいんでしょうか……」

        「なに言ってるんですか。これがここの良さなんです！」

        私が写真を撮りながら、撮った写真をスマホに表示させる。

        「現代社会ではどこもかしこも忙しいんですよ。だからどうしても料理は手を抜いてしまうんです。たしかに派手さには欠けるかもしれませんが、こんな手の込んだ料理を毎日つくる人なんていませんよ！　私を助けてくれた料理を、七恵さんだからって馬鹿にしちゃいけませんよ！」

        「そ、そこまで褒めるようなものでは……」

        「もーう、今までの賄いも一緒にＳＮＳに上げちゃいますからね！　これだけおいしいものが食べられるって宣伝しちゃいますから！」

        私は頬を膨らませながら、ＳＮＳのアカウントを作成して、そこにどんどんと由利温泉郷の紹介と、民宿京極堂の外観や内装の写真、そして七恵さんの料理や賄いの写真を上げていった。

        ＳＮＳなんて、大手企業ですらそこまで大きなアカウントにはならない。サイトも立ち上げて予約がしやすいよう調整をしても、そんな一日や二日では予約なんて入らないだろう。そう思っていたのに、効果は意外なところからやってきた。

        　

        ＊＊＊

        　

        うちで引き取った女性客は、温泉も朝食も満喫して、チェックアウトのときはすっかりと満ち足りた顔をしていた。温泉の効果もあるんだろうか、血色がひどくよくって立ち振る舞いも軽やかだ。

        「本当にありがとうございました！　ああ、そうだ。私ブログをしているんですけど、こちらの紹介を載せてもよろしいですか？」

        ネットのことはよくわからないらしい七恵さんは、助けを求めるようにこちらを見てきたので、私が「ええっと」と返答する。

        「私たち従業員の顔や、他の観光客の皆さんの顔が、写真に写ってないなら」

        「わかりました。画像を調整して見えないようにします」

        彼女もブログをしているから慣れているんだろう、すぐに了承して元気に帰っていった。私たちは女性客を見送り、いつものように掃除をして、いつお客様が来てもいいようにしていた。

        そんな日がしばらく続いてからだった。

        その日も予約客が来なくて手持ち無沙汰だったところで、電話が鳴り響いた。

        「はい、民宿京極堂です」

        『すみません、宿の予約はできますか？』

        「はい」

        久々の予約だったな。でもサイトをつくったおかげで、前よりも予約が頻繁に入るようになったのはいいことかもしれない。七恵さんにも予約のことを報告していたとき。

        すごい勢いで電話が続きはじめた。

        「あ、あれ？」

        「私が出るから。未央さんはサイトのほうの確認をお願いしますね」

        「はい……！」

        サイトのほうのメールにもじゃんじゃん予約が入ってきて、慌てて返信を済ませる。

        おかしい、サイトもＳＮＳも、ついこの間立ち上げたばかりなのに、いきなり電話が続くなんてあり得ない。私と七恵さんは予約が来るたびにそれを次々パズルのように当てはめて受け付けていったら、あっという間に三ヶ月分の予約が埋まってしまった。

        どうなっているの。私はスマホでＳＮＳを見て「……ええっ？」と声を上げた。

        「どうかしましたか？」

        「……この間アカウントを取得したばっかりなのに、どうしてフォロワーが四桁越えているの……？」

        「ええっと、それってそんなにすごいことなんですか？」

        ネットに疎うとい七恵さんは、本気でわかってない顔をしているので、私は首をかくかくと縦に振る。

        「宣伝した昨日の今日で、千人単位の人が反応したら、それはすごいことですよね？」

        「あらぁ……それはたしかにすごいことだけれど、全然わからない数字ですねえ」

        この例えだったらさすがに七恵さんでもすごさは伝わるみたいだけれど、私だってなにがなにやらで、どうしてこんなにいきなりフォロワーが増えたのか、予約が殺到したのかがわからず、何度もＳＮＳを見て、ようやく気が付いた。

        『許可をいただきました、民宿京極堂は、料理も温泉も満足なお宿でした～』

        ブログの宣伝をしているＳＮＳが、すごい勢いで見られて、京極堂の宣伝もされているのが目に入った。

        ブログの内容を見たら、それは京極堂に泊まったレポートだった。うちの温泉や部屋、そして料理まで綺麗に写真が撮られて、由利温泉郷の町並みも載せられている。記事の内容をどこからどこまで読んでも、今日帰っていった女性客のものだった。

        更に確認してみたら、彼女は旅行ブロガーで、日本各地に泊まったレポートを軽やかな文章と写真で綴っていることで、大量に読者を抱えている人だ。ときどき旅行ガイドに記事を寄稿までしている。

        この人がブログ書いているときに、私がつくったサイトとＳＮＳに気付いて、それをブログに掲載してくれたことで、これだけお客様が来てくれたらしい。

        「まさかこんなに早く成果が出るなんて、思ってもみませんでしたよ……」

        「あら、これは未央さんのおかげですよ。私だったら、女性のお客様専門の民宿にしようと思い立ったとしても、宣伝方法がわかりませんでしたし」

        「いえ、たしかにサイトとＳＮＳを立ち上げて宣伝しようとしたのは私のアイディアでしたけど。あのお客様が困ってらしたのを、うちの宿に連れ帰ったのは七恵さんじゃないですか。あの人だって、七恵さんに恩返しがしたかったんですよ。きっと」

        私があわあわと訴えると、七恵さんはくすくすと笑った。

        「まあ、そういうことにしておきましょう。これからどんどん忙しくなるけれど、いろいろと任せて大丈夫ですか？」

        「大丈夫です。サイトの運営は元々の仕事でしたし、お客様のお世話も今まで習ったことで充分覚えられましたから」

        「ええ。これから一緒に頑張りましょうね」

        「はい……！」

        こうして私たちは、怒濤のお客様ラッシュに身を委ねることとなったのである。

        　

        ＊＊＊

        　

        毎日ひとり旅のお客様に来ていただいて、わかったことがある。

        個人のお客様のほとんどは、自分でなんでも決められる人が多いため、思っている以上にチェックインチェックアウトのときにトラブルがないということ。そりゃそうか。自分で予約を入れられて、ひとり旅の工程を決められる人が、なんでもかんでも人任せにする訳がないか。

        おかげでチェックアウトの際の後片付けもスムーズに終わる。人数が多かったら部屋の配置を勝手に移動してしまったりアメニティーをぐちゃぐちゃに乱してしまうことも多くって、そのたびに片付けが煩雑になるけれど、そういうのがないんだ。

        なによりもひとり旅に慣れているお客様は清々しい。

        「おはようございます。朝食をお持ちしました」

        「ありがとうございます！　ここの温泉入りましたけど、本当に肌がしっとりしてきて、生き返りましたー！」

        「それはよかったです」

        七恵さんの用意する食事をおいしいおいしいと食べてくれたり、ときどきＳＮＳやブログで流してくれたり。満足度が高いために、リピーターが増えて、埋まった予約が三ヶ月から更に増えていくのが心地よかった。

        七恵さんはと言うと、食事を完食してくれるお客様が多くって満足しているみたいだった。

        「よかった、いつも新鮮なものを仕入れていたから、傷んでしまう前に出そうとしたら、どうしても捨ててしまうものが増えて困っていたんです。このところ、皆お腹いっぱい食べてくれてよかったです」

        彼女は私たちの賄い分以外は、ほぼ空になった炊飯器を見て満足そうに微笑んでいた。

        「これもブロガーのお客様のおかげかもしれないですね。ご飯がおいしいをアピールしまくってくれたおかげで、温泉が好きでご飯が好きって客層が増えたんだと思います」

        「温泉と言ったら食事だし、うちは旅館やリゾートホテルほど凝ったものは出せませんけど……？」

        「いやいやいや。私、何度も言ってるじゃないですか。それがここの良さなんです。こういうのが食べたかったっていう、懐かしい味のものを温泉と一緒に楽しめるんでしたら、そういうのが好きなお客様がいらっしゃいますって」

        今日もようやく食事のお客様が引いてくれたので、私たちは遅くなった賄いをいただいて、最後に見回りをして、掃除をしてから、ようやく温泉に入ることにした。

        毎日入っている温泉のおかげか、くたくたになるまで仕事をしたはずなのに、疲れがお湯に溶けて流れていくように感じる。

        「はあ……今日も本当に一日お疲れ様でした」

        七恵さんもまた、くったりと露天風呂に胸を泳がせて座り込んでいた。彼女もまた、私と同じく温泉に疲れを溶かしているのだろう。

        忙しくなったから、最初はまた七恵さんが無茶して倒れてしまうんじゃないかとハラハラしていたけれど、彼女はますますエネルギッシュに綺麗になっていく。

        この宿を守れてよかったというのと、お客様の世話をするのが楽しくて楽しくて仕方ないって感じで、そんな彼女に付き合うのは大変だけれど、頼られているのは正直すごく嬉しい。

        「お疲れ様です。このところ、本当に忙しくなりましたもんね」

        「ええ……こうなることを、きっと数ヶ月前の私は考えなかったと思います」

        そう七恵さんがしみじみとした口調で言うので、私は「えっ？」と尋ねる。うなじをタオルでまとめた七恵さんは、遠くを見る。

        「お父さんもお母さんも亡くなって、見様見真似で必死で民宿経営をしていても、なかなかお客様が来なくって、どうにかしようと人から聞きかじった方法で宣伝してみても、ちっとも上手くいきませんでした。宿を残すために、内職を増やしてみたけれど倒れてしまって、そのために未央さんを困らせましたしねえ……」

        「私のほうこそ感謝してますよ」

        普通に会社で働いていて、特にやりがいはないけれども、こうして生きていくんだろうなと漠然と思っていた。まさか会社をクビになったからって、温泉郷で仲居をはじめるなんて選択肢は、数ヶ月前の私には存在すらしていなかった。

        住んでいるところも境遇も違うふたりが、今はこうして一緒に民宿で働いているなんて、想像だってしていなかった。

        七恵さんははんなりと微笑んだ。

        「私、必死になり過ぎて、一番大事なことに気が付かなかったんです……本当に、ありがとう」

        そう言って彼女が頭を下げるのに、私はぶんぶんと首を振る。

        「あなたが来てから、私寂しくなくなったんですよ」

        ぽつんと言うそのひと言が、ひどく胸に沁みた。

        普段はあまりに包容力があって、頼りがいがある人だけれど、家族を亡くしたばかりの痛みを、未だにずっと引きずっている人だ。ううん、事故で亡くした痛みなんて、そう簡単に癒やせるものじゃないだろう。

        「私でも、あなたのお役に立てていたら嬉しいです」

        そう言うことが、今の私の精一杯だった。

        ふたりで温泉を出たあと、掃除を済ませて従業員室に戻ったときだった。

        明日も早いのだからと、布団を敷いて寝てしまえばそれでおしまいだったけれど「ところでね、未央さん」と七恵さんから声をかけられる。私は振り返って七恵さんを見ると、七恵さんはしんみりとした口調で言う。

        「私が倒れたときに、声が聞こえたんです」

        「声……ですか？」

        「ええ、亡くなったお父さんとお母さんの声……それと、未央さんの声。すごく切実な声。それを耳にしたら、もうちょっと自分を大事にしないと申し訳ないなと思っちゃいました」

        その言葉に、温泉で暖まってきたにも関わらず、ダラダラと冷や汗が流れるのを感じた。

        ……いくら七恵さんがあまりにも夢見が悪いからと言っても、彼女をイカせようとしたのは私だし、そんなことしてきた奴と一緒にいたい人はいないでしょう。

        もし七恵さんがあのときのことを覚えているんだったら、宿の経営が軌道に乗ったら追い出されてもしょうがない。でも……あのまま起きるまで放っておくのと、嫌われてもいいから楽にさせてあげたかったのだったら、私は追い出されてもいいから、あなたを助けたかった。

        我ながら浅ましいことを考えている中、七恵さんは私の手を取ると、そのまま自分の手で包み込んできた。毎日温泉に入ってしっとりつやつやとした手だけれど、指先だけは毎日包丁を握っているから固いのがわかる。

        「……あのときの声、また聞きたいなと思っちゃったんですよ」

        「それって……七恵さん」

        「好きって言ったら、未央さん困っちゃいますか？」

        そう小首を傾げられると、さらりと彼女のつや髪が寝間着に落ちる。……こんなの卑怯だ。

        私は彼女の手を取って、握り返した。

        「……私も、なんの感情もない人を抱くようなことなんて、できません。最初はもちろん、恩人だからとか、ご苦労されたとか、いろいろありましたけど……でも、好きなんですよ。七恵さんのことが。だから自分をもっと」

        労ってほしい。

        そこまで言い切る前に、唇は塞がれてしまった。

        しっとりとした唇が、私の唇をぴったりと覆い、何度も吸い付いてくる。最初は啄ついばむ程度の、可愛らしいものだったけれど、だんだん吸い付いてくる力が強くなり、それで思わず唇を開けてしまったら、そのままざらりとした熱の塊が、私の口腔に滑り込んできた。

        「ふっ……ちゅ……う……」

        「ちゅぱ……ちう……ちゅ……」

        鼻で息をしても酸素が足りなくなり、頭がぼーっとしてくる。それでも七恵さんは、私の歯茎を舐め上げ、歯の裏を舐め上げ、舌の付け根までをくすぐってくる。だんだん唾液が溜まってきて、ポタポタと口から零れてきたものは、彼女の指先に拭われてしまった。

        キスに夢中になっている間に、ふたりで布団の上にもつれ込む。七恵さんの帯を解いて、寝間着を大きく開いたら、外気で彼女の柔肌がさっと粟立った。私はその大きな乳房に手を這わせると、七恵さんも負けじと私の寝間着の帯を解いてきた。

        七恵さんほど大きくない乳房が零れると、七恵さんは迷わず私の乳房の先端を指でくるくるとかき混ぜてきた。ごつごつとした感触が胸を刺激して、それはものすごく気持ちがいい。

        「な、七恵さ……おっぱいばっかり……いじめないで……」

        「だって……未央さんもでしょう？」

        彼女は私の乳首を攻め立てていた手を緩めたから、ほっとしたのも束の間。七恵さんはその豊満な乳房をそのまんま私の乳房に押しつけてきたのだ。コリコリと尖った先端が私の先端を引っ掛け、乳房の圧力が私の乳房を押し潰そうとしてくる。

        「やぁ……あぁ……七恵さ……おっぱいが……！」

        「っふふ……未央さんおっぱい好きねえ……私が倒れたときも、ずっとおっぱい触ってたでしょう？」

        「……っ覚えて……」

        「ううん、覚えてないわ。ただ目が覚めたときに、おっぱいがジンジン痺れたからなんでだろうって思っただけ」

        尖った先端は尚も私の胸を押し潰し、その柔らかさと弾力の心地よさで、ただ息を荒げていたけれど、ずっとやられているのも癪しゃくで、私は夢中で胸を攻め立ててくる七恵さんの柔らかそうなお尻を掴んだ。途端に七恵さんの腰が軽く跳ね上がる。

        そこは乳房とはまた違った柔らかさと弾力を誇っている。

        「お……尻は……な……あにっ……」

        「七恵さん、おっぱい攻めるの忘れてますよ？」

        意趣返しでグニグニとお尻を攻め立てる。乳房は掌に力を込めると形を面白いほどに変えるのに対して、お尻はそこまで形が変わらず、だんだんお尻が彼女の秘裂から零れる熱いもので濡れてくるのがわかる。

        「やぁ……ああぁ……んっ」

        「七恵さ……お尻もおっぱいも弱くって……心配になっちゃいますよぉ……どっちも芯がなくなるまで揉まれ続けたら、いったいどうなっちゃうんですかぁ……」

        「よ、わくなんて……ないから……未央さんくらいしか、触らないものっ……」

        だんだん私の胸を押し潰していた力が弱まって、これじゃ彼女の胸もただ柔らかいだけの塊だ。その間に私は濡れてきたお尻を思いっきり堪能しながら揉みしだきつつ、ツーッと彼女の後ろの割れ目に指を這わせると、七恵さんは涙目混じりで体を震わせてから、私を睨み付けてきた。

        「そこは……さすがに汚いからぁ……やめ……」

        「一緒に温泉に入ったじゃないですかぁ……七恵さんの体に汚いところなんてどこにもないですよぉ……」

        指は割れ目を這って秘裂にまで辿り着き、後ろからぐにっと指を押し当てると、七恵さんはますますビクンビクンッと体を震わせる。

        「う、しろからは……らめっ……」

        「じゃあ前からがいいですか？　七恵さん、お尻のところから触られるのが嫌なら、前から太股を大きく持ち上げないと触れないですよ？　Ｍ字開脚しないと駄目になっちゃいますけど、大丈夫ですか？」

        「い、や……恥ずかし……」

        「もう今更じゃないですか。私たち、いったいどれだけ裸の付き合いをしてきたんですか……」

        「うう……」

        私がお尻から手を離すと、七恵さんと体勢を入れ替えた。七恵さんの豊満な胸は横に流れることなく弾み、未だにコリコリとした乳首が主張しているのが可愛らしい。七恵さんは困り果てた顔で、私を見上げている。

        「や……やらないと駄目？」

        「駄目じゃないですけど、そうしないと触れないです」

        そりゃ触れないこともないけれど、それじゃ寝ているときにしていたときとどう変わるのか。七恵さんが自分から見せてくれなかったら意味がないんだ。

        ……これは無理矢理じゃなくって、合意の行為なんだから。

        七恵さんは羞恥で顔を火照らせていたものの、とうとう観念したのか、柔らかく肉の付いた太股に手を挟んで持ち上げた。既に茂みはテラテラと濡れそぼり、秘芽すら勃起して主張している。でもこれだと秘裂がよく見えない。

        「七恵さん、どこに指を挿れればいいのかわかりません」

        「……っ、後ろから触ってたから、わかるでしょう？」

        「だって後ろからは無理矢理でしたけど、今はそうじゃないですよね。その茂みを掻き分けて見せてください。それとも私が掻き分けて七恵さんにも見えるようにしたほうがいいですか？」

        「な……」

        体が火照って朱に染まっている七恵さんは、最高に可愛らしい。布団に髪を散らしながら、私に見せつけるように、自身の茂みを掻き分けはじめた。そこは愛液を吐き出しながら、クパクパと呼吸するように蠢うごめいていた。

        「こ、れでいい……？」

        「はい。でも乾いた指を挿れたら痛いですよね。七恵さん、私の指を舐めてもらってもいいですか？」

        私はそう言いながら、指を二本七恵さんに差し出した。だんだん瞳に熱が帯び、潤んできた七恵さんは、私の指にちう……と音を立てて吸い付いてきた。関節に舌を這わせ、指の先端に吸い付く。爪の辺りを執拗に舐め、キスよりもなお、いやらしい水音を立てる。

        クチュクチュと音を立ててしゃぶられ、嬲られ、軽く歯を立てられた指は、チュポンと七恵さんの口から離されたときには、すっかりとふやけてしまっていた。私はそのしわしわになった指で、そっと秘裂を撫で上げると、おもむろにそこに挿入した。

        「ふっううっ……！」

        「な、七恵さ、そこあんまり締め付けないで！　動かせないから！」

        「む、りぃ……ふぅんっ……」

        七恵さんは大きく乳房を揺らして悶える。いいところに掠かすめたらしい。私は慎重に指を進めていく。前に眠っているときにイカせようと弄ったときよりも、ずっと感度がいい。果蜜の露も滴って滑りもよくなっているから、痛くはないだろうと思いながら動かしていると、トロンとした瞳を七恵さんが投げかけてきた。

        「……キ……ス……しないの……？」

        「ええ？　キス……ですか？」

        「私だけ、気持ちよくなっても駄目だもの。フェアじゃない……わ、こんなの……」

        「じゃ、じゃあ……」

        おずおずと唇を近付けると、七恵さんはこちらの唇を軽く啄んでくる。それは先程の舌を使った激しいものではなく、本当にふれあいのような優しいものだったけれど、七恵さんはそれに充分満足しているみたいだった。

        クチュクチュと音を立てて七恵さんの秘裂を弄っていくと、だんだんと私の指を挟んでそこはうねりを上げてくる。もう七恵さんも達するらしい。最後に七恵さんの秘裂から指を抜き取ると、私自身の秘裂と重ね合わせた。

        そのまま腰をグラウンドさせると、濡れそぼった茂みと茂みが擦れ、更に秘裂と秘裂が重なって淫水を吹き出して、泡立っていく。白い泡の温度が、更に情感を高めていく。

        「あ……あちゅい……」

        「七恵さ、そのまんま腰を動かしてぇ……」

        「む、りぃ……」

        「もうちょっとで、イケますから……イクときは一緒に」

        「あ……ああ……あ……」

        彼女の豊満な乳房が揺れ、尖った先端が私の胸を押し上げていく。その私の胸を引っ掻いてくる感覚が、たまらなく心地いい。そしてぴったりと重なり泡を吹き出す秘裂。腰から背中まで迫り上がっていく快感で、だんだんと頭がぼーっとしてくる。

        最後に、七恵さんは再び私の唇を奪った。先程の啄むものから一転、私の唇を奪って、べちゃべちゃに舌で舐め上げてくる。そのザラリとした感覚が私の唇の輪郭をなぞった途端。　私の頭は真っ白になった。

        「あぁ……あああ……ああ……！」

        ドロォ……と、先程までの水っぽいものから一転、粘りの多い愛液が吐き出されたことで、互いに達したことを知った。

        ふたりでぜいぜいと胸で息をしながら、布団に転がると、ボックスティッシュで体を拭ってから、急いで寝間着を羽織った。そのまんま布団に潜り込むには、この季節は寒過ぎる。

        「湯冷め……しちゃいましたね」

        七恵さんは照れ隠しのように、そう言う。

        「……はい」

        私も照れ隠しで、そう答える。

        「次からは、仕事上がりのお風呂の中でしましょうか。それだったら湯冷めしませんし」

        「でも、湯あたりしそうですよね。民宿の人間が湯あたりなんて、医者の不養生みたいに駄目な奴ですよ」

        「あら。それならなんとかなりそうじゃない？」

        七恵さんはクスクスと笑うのに、私も思わず笑う。

        一線を越えたあとは、どこか満ち足りた気分になり、私たちは布団をくっつけて一緒に眠った。ふたりで肩を寄せ合って眠ると、明日も頑張れそうに思えたのだ。

        


        　

        　

    

    
        四

        　

        ふたりで付き合いはじめるようになってからは、いろんなものが変わったように思える。

        仕事は相変わらず予約が入って大変だけれど、プライベートが充実していると不思議と頑張れるから現金なものだ。

        「なんだか最近、調子がいいみたいだなあ」

        そう言って、今日も魚を届けに来てくれた北村さんがしみじみとした声で言う。

        そのひと言に、魚の入った発泡スチロールを受け取った私は「えっ？」と尋ねた。

        「このところ不景気な話しか聞いてなかったけれど、京極堂はお客様に制限をかけたんだって？　最初はどんなもんかと思っていたけれど、かなり順調みたいじゃないか」

        「あはは……全部七恵さんがいい人だからできたことですよ。彼女のよさを最大限発揮できるようにしたら、なんとかなっただけです」

        「その七恵さんだけれど、最近綺麗になったなあ……」

        その言葉に、私は「ええっ？」ともう一度声を上げる。北村さんは親戚のおじさんよろしく、しみじみと言う。

        「あの子は親御さんが亡くなられてから、京極堂を守らないとって思い詰めていたからなあ。それが今は活力がみなぎっているというか、吹っ切れたというか、いい顔するようになったなあ……」

        「そうかもしれませんね」

        元々七恵さんは美人だった。はんなりとしたたたずまいに、気配りの行き届いたおもてなしの精神。着物姿で歩く様は本当に麗しかったけれど。

        でも最近はそれに加えて、エネルギーに満ち溢れていて、やって来るお客様もつられて元気になっていくのがわかる。

        「未央さんが来てから、七恵さん本当に元気になったからねえ。これからも頼むよ」

        「まあ……私、特になんにもしてないですよ？」

        「ははは、まあそういうことにしておこう」

        そう言って領収書を置いて去って行く北村さんに、私は少しだけ照れた。

        七恵さんと私は付き合っているとは言っても、普通のカップルみたいに頻繁にデートをしたりスキンシップをしたりなんてしていないし、できていない。

        仕事の合間を縫ってふたりっきりの時間を捻出して、そこで互いをチャージし合っているだけだ。民宿の仕事とお客様が第一だし、それを疎かにしては本末転倒だもの。

        私が魚を持っていったら、七恵さんは「お帰りなさい」と言いながら、発泡スチロールを受け取った。

        「なにか朝から笑い声が聞こえたけど、なにか話をしていたの？」

        「……いえ、北村さんと、最近七恵さんが綺麗になったねって話をしていただけで」

        「あら……私、変わった覚えなんてないんだけれど」

        七恵さんはクスクスと笑う。たしかに、元々綺麗な人だったのが、どことなく仕草や笑い方に艶が入ったのかもしれない。

        うーん、うちの民宿を女性のひとり旅専門にターゲット層を切り替えて正解だったのかも。でも今の七恵さんを飢えた獣の群れに入れたら、心配……。

        私の内心はさておいて、七恵さんは受け取った魚をさっさと捌きはじめた。

        三枚に卸して、卸した身は酒麹と一緒に漬け込んで、外した骨と頭は潮汁の出汁にする。お客様たちが起き出すタイミングで魚を焼いて潮汁うしおじるを温めたら、あとはその日届いた野菜を軽く炭で焼いて、味噌と一緒に出す。

        「今日もおいしそうですね」

        「そうねえ……ああ、そうだ未央さん」

        「はい？」

        「今日、久々にお客様のキャンセルが出たんだけれど、その間は片付けさえしてしまえば暇だけれど……その……どうする？」

        そう言いながら、七恵さんは小さく小首を傾げた。その仕草は妙に色っぽい。

        思わず喉を鳴らして、背筋を伸ばす。

        そりゃ仕事が充実しているのは結構だけれど、こっちだって恋人といちゃいちゃしたいときだってある。そこでふと、思いつきを言ってみた。

        「あのう……七恵さん。この間買ったものって、今付けてますか？」

        「この間の……もう、未央さんったら」

        七恵さんは頬から耳までをさっと真っ赤にして、そっぽを向いてしまった。

        　

        ＊＊＊

        　

        「ありがとうございます！」

        「またお越しくださいね」

        お客様を見送り、部屋を片付けたらようやく束の間のオフの時間がやってきた。

        私たちは従業員控え室に向かうと、いそいそと布団を敷いて、それぞれ着物を脱いで襦袢姿になった。襦袢まで脱いでしまったら、そこからヒラリと下着がまろび出る。

        通販で買ったレースの下着は、シースルーのキャミソールに、ブラとショーツと、着物を着ていても下着のラインが出ない代わりに、かなり際どいものとなっている。私は七恵さんに選んでもらってラベンダー色のものを付けていた。

        七恵さんは私が選んだかなり際どいブラとショーツ、キャミソールを着けていた。レース地なのはいつものことだけれど、それはリボンで結んで留めてあるから、指を引っ掛けてしまったらすぐに解けてしまう。真っ白な肌の彼女には、純白のショーツはよく似合う。

        「可愛いー、これ着て仕事してたんですよねっ？　ねっ？」

        「もう、未央さんったら……そういうこと言うんですから……」

        恥じらって頬が赤く染まっているけれど、そんなの既に誘っているようにしか見えない。私は嬉しくなって、そのままカプリと彼女の首筋に噛みついた。

        「ん……そんなところ、着物の下に隠れないからぁ……」

        たしかにうなじのところなんて、着物で隠れないから、噛みつき痕が丸見えになってしまう。でも。私はくすくす笑いながら、そこに舌をレロリと這わせると、七恵さんはプルプルと震えた。

        「大丈夫ですよぉ、七恵さん。これくらいだったら一日で治っちゃいますから。それとも、残しておいてお客様に見てもらったほうがよかったですか」

        「いや……そんな痴女みたいな真似……」

        「しませんって。七恵さんのそういう乱れたところは、私が全部独り占めしちゃいますから」

        私はそう言いながら、まずは七恵さんのキャミソールに手を伸ばした。そのしっとりとした滑らかな肌を堪能しながら、するりとキャミソールを脱がせる。すると指が引っ掛かって、ブラのリボンが解けかける。

        「やんっ……」

        「……あれ、七恵さん。ブラのサイズ合ってましたよね？　私が買ったの、もしかして苦しいですか？」

        私は訝しがりながら、やわやわとブラの上から彼女の胸を揉んでみる。カップの下のパットを付けていたら苦しそうだったから、つける前に外していたはずなのに、何故か胸がブラの中できつく少しだけカップからはみ出ているのだ。

        七恵さんは恥ずかしそうに明後日の方向を見たあと、小さく蚊の鳴くような声で訴える。

        「……大きくなっちゃったの」

        「えっ」

        「未央さんが毎日毎日揉みしだくせいか、大きくなっちゃったの。もうブラもなかなか買えないわ」

        「あらぁ……」

        七恵さんが涙目で私を睨んでくるのに、少しだけ反省する。大きな胸のブラは高い上に、可愛いデザインを選ぶとしたら、海外通販に手を出さないと買えない。

        そりゃ怒るよねえ、誰でも。私はきついブラを解くと、彼女のたゆんと揺れる豊満な胸を救出する。大きな胸は震えて、本当に綺麗だ。

        「ごめんなさい、七恵さん」

        「もう……」

        「また新しいブラ、プレゼントしますから」

        「もう…………」

        「そのときは付けてくださいね。……あ、まだ怒ってます？」

        「そりゃ怒りますけど……それだけじゃなくって……」

        「はい？」

        私が素っ頓狂な声を上げたら、顔を真っ赤にした七恵さんが言う。

        「触らないの？　さんざん羞恥だけ煽って放置なんて、私、そういう趣味はないです！」

        「あっ、ごめんなさい、七恵さん！　まさかそんな、もうエッチ禁止とか言い出すのかなとばかり！」

        「そんな訳ないでしょ！　おっぱいが大きくなり過ぎたのは困るけど……別に嫌な訳では」

        「わかりましたぁ～!!」

        そのまま私はボフンと彼女の胸に顔を埋めた。大きくっていい匂いがして、それを揉んでみるとマシュマロみたいにふわふわで、でもババロアみたいに弾力が返ってくる。そして先端。

        そこに舌を這わせると、七恵さんがブルブルと震える。

        「ビッ、ビリビリ来ちゃう……」

        「ちゅっぱ……七恵さん、ここコリコリされるの弱いですよね？」

        「弱……くはないと、思うけど……」

        嘘をつくから、思わず歯を立ててしまうと、わかりやすく背中を仰け反らせる。本当に体は正直だ。私は甘噛みしながら、舌で何度も何度も転がした。

        先端はすっかりと尖ってきて、ピンと主張している。それに。私は彼女の柔らかな太股に手を伸ばすと、内股に手を這わせてみる。

        ショーツが白だとわかりやすい。そこはすっかりと濡れそぼって、秘裂の色を透かしていた。透けた色に沿って指を這わせると、布地ごと私の指をパクンと食べてくる。

        「ふ……うぅ……」

        「七恵さん、いくらなんでもはしたないですよぉ、それは。まだ全部終わってないじゃないですかあ……」

        「そ、そうなんだけど……未央さんも、下着は脱がなくって……」

        「じゃあ、七恵さんが脱がしてくださいよ」

        彼女の胸に埋めていた顔を上げて、両手も持ち上げると、七恵さんは怖々とした手付きで私の下着を脱がしにかかった。キャミソールを外され、ブラのホックを外されると、開放された胸がフルリと震えた。

        そのまま七恵さんが、さんざんいじめた彼女の胸で私の胸を突いてくる。

        「きゃっ……もう七恵さんのエッチィ……」

        「エッチにしたのは、どこの誰なのっっ……えいっえいっ……」

        「きゃぁ……んっもう……」

        七恵さんのコリコリとした乳房の先端を、グリグリと私の胸に押し当ててくる。その小さな刺激もだんだんと積み重なってくると、甘痒いもどかしい悦楽へと変わっていく。

        ふたりでショーツを剥ぎ取り合うと、既にその中からはベトベトの蜜が溢れてくる。私は七恵さんの秘芽を指を濡らしてから弄り出すと、まるで離さないと言わんばかりにキュウキュウと親指に吸い付いて抵抗してくる。

        「七恵さん、今日はもうお客様来ないんですから、声を我慢しなくってもいいんですよ？」

        「そうじゃ……なくってぇ……ううっ……」

        「ほら、もうクリが熟れてきましたねえ。ピンと勃起して可愛いですよ」

        「み……見ちゃいや……」

        「でも、ほら。芯を持ってますよ。もう私、根元以外触ってないですもん。見えますか？」

        クパクパと秘裂からは愛蜜が出るし、秘芽も尖って気持ちよさそうだ。私はほっとして更に秘芽に顔を近付けると、七恵さんはいやいやと首を振った。

        「未央さ……なにして……」

        「いや、秘芽を可愛がろうかと」

        「ちょっと……止めて、そこで息をしないで」

        「えー……息しないと私、死んじゃいますよぉ」

        七恵さんが嫌々しているのを無視して、私は彼女の滴に塗れた下腹部に顔を近付ける。栗の花の匂いがきつくなり、今日は本当に休みでよかったなとほっとした。

        「こんなに濡れてるなんて、お客様が来る日だったらどうしたんですかぁ……」

        ピンとした秘芽を指で弾くと、七恵さんが「やぁ……っ」と体を仰け反らせる。秘芽もプルプルと震える。

        「下着して、襦袢してても、これじゃあ粗相しているって勘違いされてたかもしれませんよぉ？」

        「そ、粗相なんてしないもの……意地悪言わないでっ」

        「意地悪言ってないですよぉ。ただ、七恵さんってば私のこと好きなんだなあと安心しつつも、ちょっと心配になっちゃいましたよぉ」

        こんなにエッチだったら、誰かに狙われてしまうかもしれない。そう思ったら悔しくて、私は歯を立てて秘芽を噛んだ。力は込めていないけれど、今まで弄るだけだったのとは違う感触のはずだ。

        「あ……ああ……っ」

        思わぬ刺激に気持ちがよかったのか、ビクンビクンと白魚のように体を跳ねさせている。

        舌でなおも嬲り、しゃぶり、ザラリとした感触を押しつけるように舐め上げると、だんだんとその細い腰がガクガクと震えてきた。そして、しばらくしたら。

        そのまま私の顔に生温かいなにかを噴き上げていた。それは噴水のように勢いよくピュルルッと飛び出し、私の顔を濡らしていく。七恵さんは羞恥と悶絶で顔を真っ赤に染め上げていた。

        「ご、ごめんなさ……未央さっ……ま、まさかお漏らし……」

        今にも消え去りたいという顔で、七恵さんは打ちひしがれていた。まずいまずい、いくらなんでも、そこまでさせるつもりなんてなかったのに。

        私は慌ててボックスティッシュを引き寄せて、それで顔を拭うと、それでブンブンと首を振る。

        「いやいやいや、私のほうこそごめんなさい！　まさかここまで七恵さんを追い込むなんて思っていませんでした！　ですから、顔上げてください！」

        「でも……」

        「もうどうせ今日はお客様いませんし！　お風呂入ってさっぱりしたら、忘れましょう！」

        「……未央さん」

        ようやく羞恥から我に返った七恵さんは、にこやかに私を見た。

        ……この状況でにこやかってことは、ものすごーく怒っているということだ。

        「しばらく、エッチ禁止ね」

        「なぁ……！　や、やっぱり怒って。さっきはそんな訳ないって言ってたのに！」

        「さっきはさっき、今は今！　いくらなんでも、盛り上がり過ぎてこれはないでしょ。今日はお客様がいなかったからいいけど、これでお客様に食事が出せますか」

        「な、七恵さぁん～」

        「駄目です。知りません」

        私が必死で追いすがろうにも、七恵さんはツーンとした態度で着替えて、着物姿に戻ると立ち上がる。

        「お風呂行ってきます。入ってきてもいいけど、もうエッチなことは禁止！」

        「ご、ごめんなさい、七恵さん。七恵さぁーん！」

        「知りませんっ」

        本当に頬をぷっくりと膨らませて、従業員控え室を出て行ってしまった。

        ああ、これは私が悪いよね。私はごそごそと着替えると、スマホでネット検索をした。彼女の胸のサイズを考えて、何度も検索ワードを替えながら、下着サイトを見繕う。

        さすがにこれは私が悪いもんな……そう思いながら、品定めをして注文を完了した。

        いつも下心がある訳じゃない。これは七恵さんと仲直りするためのプレゼントだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        七恵さんを怒らせてしまってからも、毎日お客様の予約は順調だ。その日も最後のお客様の部屋の用意を終わらせてから、ようやく今日の仕事は終了。

        仕事を終えた私たちは、これからお風呂に行こうとしたところで、従業員用出入り口のブザーが鳴った。こんな時間に誰だろう。

        「はい」

        「すみません、回覧板です」

        そんなの回ってくるんだ。私は驚いて七恵さんを見ると「由利温泉郷は、宿の皆で盛り上げているから。普通に町内会もあるのよ」と教えてくれた。

        届けてくれたのは近所のお土産屋みやげやさんだった。

        今時でもまだそんなシステムが生きてたんだなあと感心しながら回覧板を受け取ると、ふたりで中身を読む。

        「あら……テレビ局が取材に来るのねえ」

        「ええ、どこのですか？」

        「全国ネットの局だって書いてあるけど」

        番組名を私はちらりと見る。

        東京にいたとき、その番組は天気予報を見ようとチャンネルを回していたときに見たことがある。そのときのゲストのレポーターがあちこちを巡ったり食べ歩いたりする番組で、レポーターによってずいぶんと印象が変わる番組だなと思ったことがある。

        でも取材にやって来るとは書いてあるものの、肝心のどこにやって来るとか、今回のレポーターは誰なのかとかは全く書いてない。もっと事前に連絡とかしなくってもいいのかな。

        結構ガバガバな内容に私が訝しがっていたけど、七恵さんはなんとなくうきうきした様子だ。

        「どこに取材に来るかは、当日にならないとわからないんですって。楽しみねえ。もし全国ネットで映るようだったら、もっとお客様が来るかもしれないし」

        「も、もう充分予約が入っているじゃないですかぁ、リピートのお客様も順調ですし、これ以上欲張るのはちょっと……」

        「そう？　でもうちだけが儲かっても仕方ないじゃない。どこもかしこもリゾートホテルで大打撃を食らっているのは事実だし。だからうちだけじゃなくって、皆が儲かってくれたら嬉しいなと思うの」

        そうにこやかに笑う七恵さんの顔には、善人のオーラが滲み出ていた。それを見ていると「結構ガバガバなスケジュールだけれど、万が一うちが忙しい時間帯に取材に来られたら困りませんか？」なんて言えなかった。

        本当にレポーターによって空気がガラリと変わる番組だから、できればいい人が取材に来てくれたらいいんだけど。

        私はそっと溜息をついた。

        まあ由利温泉郷は狭いながらも旅館の数はたくさんある。民宿京極堂に取材に来るとは限らないでしょう。

        そう結論づけて、判子をポンと押した。

        「これどちらに届ければいいですか？」

        「ええっと、これは隣の薬局に届けてあげて」

        「わかりましたー」

        回覧板を届け終えると、帰って温泉へと急いだ。

        今日の疲れは今日のうちに流してしまおうと。

        　

        ＊＊＊

        　

        いよいよ取材当日の日になった。

        チェックアウトしたお客様の布団を片付けがてら、窓からちらりと外を見ると、カメラを持った仰々しい行列がゾロゾロと歩いているのが見える。

        出ているレポーターは、最近人気のアイドルグループの女の子だった。たしか、みりあという名前だったかな。キンキンとしているアニメ声だけれど、にこにこと笑って温泉郷を楽しんでいるのがわかる。

        こちらのほうに小走りで走ってくる薄い服の男性が目に入った。

        どうも件の番組のＡＤさんらしい。

        「すみません、『アララギ観光局』という番組なんですが、こちらの責任者の方はおられますか？」

        「はあい」

        チェックアウトしたお客様の部屋の片付けを終えた七恵さんが、慌ててカウンターまで出てきた。ＡＤさんは七恵さんのはんなりとした立ち振る舞いに一瞬だけぼーっとしたあと、慌てて口を開いた。

        「すみません、民宿京極堂さんですよね、こちらでうちの番組キャストスタッフ一同で食事をしたいのですが、よろしいでしょうか？」

        「まあ……」

        一応うちに泊まるのは女性限定だけれど、昼食はその限りではない。昼食は時間制限があるけれど、その時間までに来たお客様には男女問わず七恵さんのつくった食事を提供している。

        今は他のお客様もいらっしゃらないし、テレビクルーが全員来ても困らないかな。

        「うちでよろしかったらどうぞ。何名様のご用意を致しましょうか？」

        「あっ、ありがとうございます！　人数は……」

        ＡＤさんが人数を告げたので、慌てて昼食の準備をはじめた。

        今日の昼食は海鮮丼だ。季節の魚をたっぷりと使ったそれに、捌いた魚のアラでつくったアラ汁を付けている。

        大勢のテレビクルーがやって来て、先程やってきたＡＤさんがまたもこちらに小走りに走ってきた。

        「すみません、こちらの食事風景、撮影してもかまいませんか？　あと、おふたりを撮影しても大丈夫でしょうか？」

        「そうですねえ……」

        七恵さんは私に「次のお客様のチェックインは？」と尋ねるので、私は帯に挟んでいたメモを見る。まだ今日のお客さんのチェックインまでに三時間ほどはある。

        「三時間ほどでしたら時間は空いています」

        「なら大丈夫そうですね。はい、どうぞよろしくお願いします」

        そう言うと、ＡＤさんは心底ほっとしたように「ありがとうございます」と告げると、他のクルーのほうへと走っていった。あの人、今日見てからずっと走りっぱなしだなと思う。

        七恵さんもそれに気付いたのだろう。

        「急いで配膳してしまいましょう。早めに食事休憩取らないと、あの人座れないわ」

        「ですよね……わかりました」

        撮影したいというので、テーブルに海鮮丼とアラ汁を並べてあげ、他のクルーが食事を取れるようにと、急いでお冷とお茶と一緒に昼食を並べて回る。

        最後にみりあさんに「どうぞ」と食事を渡すと、彼女は好奇心旺盛な顔でこちらを見てきた。ええっと……？

        「あのですね、ここに来るの、マジで楽しみにしてたんですよぉ」

        「あれ？　みりあちゃんは、由利温泉郷はじめてだったよね？」

        食事の撮影を撮り終えたプロデューサーがその言葉に乗ると、みりあさんが頷くと、マネージャーさんらしい人に「私のスマホくださーい」と頼んでスマホを見せてきた。

        「ＳＮＳで見たんですよぉ。食事おいしい温泉きもちいって。女の子専門の宿っていうのも興味があって」

        「へえ……」

        プロデューサーさんの目が輝く。

        みりあさんは海鮮丼を食べると「おいしい～！」と声を上げる。それに釣られて他のクルーも食べはじめると、途端にみんなもかき込みはじめた。プロデューサーさんもひと口食べてから、アラ汁をすすると「うーむ」と声を上げる。

        私たちはちらりとＡＤさんを見ると、ようやく休憩できたのか、あの人も一生懸命海鮮丼とアラ汁を食べているのにほっとする。食事中くらいはちゃんと座らせてあげてほしい。

        次々と空になった器を回収している中、プロデューサーさんが七恵さんに声をかけた。

        「こちら、先程サイトを拝見しましたが。女性のひとり旅専門の宿というのに興味が惹かれまして、ぜひとも取材したいんですが、よろしいでしょうか？」

        「あらぁ……もうしばらくしましたら、お客様がいらっしゃいますから、それまででしたら大丈夫ですが」

        「お客様？　もう予約は……」

        「既に半年先まで埋まっていますが」

        「半年も……ですか!?」

        「幸運が続きましたので、ありがたい話です」

        七恵さんが微笑みながらそう言うと、プロデューサーがますます声をひっくり返して言う。

        「ま、ますます取材したいんですが……！　女性のひとり旅専門の宿に、美しい女将と仲居が切り盛りしているというだけでも絵になりますのに、そこが賑わっているのは、是非とも……！」

        私はともかく七恵さんはたしかに絵になるとは思うけど……。でもお客様が入られるのにどうしよう。同じことを思ったのか、七恵さんも「そうですねえ」といつもの調子ではんなりとした口調で言う。

        「お客様にご迷惑をおかけしませんのでしたら、問題ございません。お客様に楽しい旅のひと時を提供するのが私たちの役目ですから。お客様を優先させてくださいね」

        「それで充分です！　どうぞよろしくお願いします！」

        そう言って、嬉々としてプロデューサーは発案者のみりあさんのほうに走っていった。これから打ち合わせをして、あれこれと撮るのだろう。

        「七恵さんー、さすがにお人よし過ぎませんか？　今日もお客様は満員ですよ？」

        「あら、でも嬉しいじゃない。あのブログのおかげで、こんなにテレビクルーの人たちがいらっしゃって」

        「……まあ、そうですね」

        そもそもは七恵さんが困っている人を見かねてうちの宿に招待したのがはじまりだったんだから。七恵さんの人のよさを前にしたら、誰もかれもが毒気を抜かれてしまう。

        昼食の器を片付けたら、ひと粒残さずに綺麗に片付いていた。

        温泉に案内し、客室を案内したあと、最後にみりあさんと七恵さんの対談を撮って終了となった。

        「どうして、女性のひとり旅専門の宿にしようと思ったんですか？」

        みりあさんの質問に、七恵さんはいつもの調子で答える。

        「由利温泉郷にはいろんなお客様がいらっしゃいますから。温泉に入りたい方もですが、ひとり旅を満喫したい方、ひと時でいいから都会の喧騒を忘れたい方……ちょうどお客様が減ったときに気付いたんです。もしかして、今は女性のひとり旅がしづらくなっているんじゃないかと。私もうちの仲居が指摘しなかったら見落としていたんですけれど」

        そう言ってカメラから視線を外し、見守っていた私のほうへと笑顔で視線を送ってきた。それに私は笑顔で頷いた。

        みりあさんは「素敵ですね！」と笑顔を浮かべた。

        こうして撮影は終了し、ＡＤさんやみりあさんから何度もお礼を言われた。

        「本当に急な撮影の申し出でしたのに、ありがとうございます。編集が終わりましたら、こちらに映像を送りますから」

        「あらあら、ありがとうございます」

        「ご飯も温泉もほんっとうに最高でした！　オフになったらまた遊びに来ますね！」

        テレビクルーの皆は、本当に気持ちよく出ていき、プロデューサーさんも「放送日が決まりましたら、また連絡しますから」と去っていった。

        いきなりの撮影でバタバタしてしまったけれど、思っている以上に喜んでくれたのはよかったかな。

        もうちょっとでチェックインのお客様も来るからと、掃除をしている中。

        「未央さん、本当にありがとう……」

        ふいに七恵さんにそう声をかけられて、私はきょとんと瞬きをする。

        「私、なにかしましたっけ？」

        「ううん、本当に数か月前のことを思ったら、嘘みたいに嬉しいことが続いているから。宿の予約が何か月も満帆とか、いろんな人が取材に来たりとか、本当に嬉しいことばかり」

        そうしみじみと言う彼女に、私はジンと胸を震わせる。

        「そんなの、こっちのセリフですよぉ。七恵さんは私の恩人で、大事な人ですから！」

        思わず彼女の手を取ってそう告げると、彼女はころころと笑って言った。

        「ねえ、今日の夜、お礼をさせて欲しいんだけど？」

        「えっ？　なんでしょう……」

        「……久し振りに、エッチしましょうか」

        彼女は本当にかすれるような声でそう言ってから、顔を真っ赤にさせてそっぽを向いてしまった。

        「えっ……」

        思わず言葉を失った。本当に七恵さんからお預け食らっていたのに、まさかのご本人からのお誘いだなんて。

        「わっ、わかりました！　仕事上がり、楽しみにしてます！」

        そう叫んでから、私は急いでテーブルの拭き掃除に戻った。疲れていた体に、活力が戻る。今日のお客様の相手が全部終わったら、楽しみだ。そう思いながら、今日一日の仕事に没頭したのだった。

        　

        ＊＊＊

        　

        「こちらでよろしいですか？」

        「はい、ありがとうございます！」

        「はい、おやすみなさいませ」

        最後のお客様のお世話も終わり、ほっとひと息。

        掃除と片付け、事務作業を済ませ、私たちは明日の朝ご飯の仕込みを終えたら、いそいそと温泉へと向かった。

        ふたりで脱衣所で着替えている中、「七恵さん」と私が尋ねる。

        「なあに？」

        「ええっとですね。この間、ブラのサイズが合わなくって買えなくなったって言ってたじゃないですか。私、一生懸命ネットで探し回って、新しいブラ買ったんですけど……これプレゼントしていいですか？」

        「まあ……」

        七恵さんが頬を真っ赤に染めながら、襦袢を脱衣籠に畳んで入れた。今日の下着はサテンのベビーピンクのロングキャミソールに、同じ色のブラとショーツだ。相変わらず、胸は少々苦しそう。

        「いつも、未央さんばっかり下着を買ってくれて……」

        「私が原因なんだから、当然じゃないですか」

        私がくすくす笑っている中で、ようやく七恵さんはブラのホックを外した。ふわんとブラから開放された胸が揺れる。豊満な乳房に尖った先端は、初めて一緒に温泉に入った頃よりも明らかに大きい。

        私も最後の下着に手をかける。今日はサーモンピンクに柔らかいレースをあしらったシミーズに、同系統のブラとショーツだ。七恵さんと一緒に仕事上がりに温泉に入るようになってからは、前よりもよっぽど下着に気を遣っている。

        それらを外して、ワイヤーの締め付けから開放されると、ふたりでいそいそと洗い場まで歩いて行った。

        湯気がもうもうと立ち込める中、私は体をお湯に慣らそうとお湯をかけていると、七恵さんから「ねえ」と言われる。

        「今日は、私が未央さんに触ってもいい？」

        七恵さんも既に体にお湯をかけたせいか、髪がうなじにペタンと張り付いて色っぽい。私は目をパチンとさせて「ああ、はい。どうぞ……」と体を差し出すと、その前に七恵さんは持ってきていたスポンジに石鹸を擦り付けて、手で揉んで泡をつくりはじめた。

        「あの、七恵さん？」

        「それじゃあ、ちょっと失礼するわね」

        「は、う……！」

        もにゅん。

        あろうことか、七恵さんは自分の豊満な胸に石鹸の泡を移すと、それを使って私の背中を擦りはじめたのだ。私の背中の後ろでマシュマロのような七恵さんの胸が形を変え、私の背中を泡立てていく。

        泡と胸。ときどき背中に引っ掛かるコリコリとした先端。私はそれに、たまらず声を上げていた。

        「うふふ……お加減はどう？」

        「ふ……あ……体……きもちいです……」

        「それじゃあ、前も洗うわね」

        そう言いながら、指先で泡を拭い、私の首筋から鎖骨までを撫で回し、胸までやわやわと洗いはじめた。その手付きはねちっこい上に、私が七恵さんに触れるときよりもピンポイントにいいところに当たる。

        背中は七恵さんの胸が擦れ、前は手が這いずり回っている。はっきり言って、無茶苦茶気持ちがいい。

        「な、七恵しゃ……や……」

        「あら、いつも未央さんが私にしてくれているでしょう？　だから、お礼よ？」

        「い、今まで、やだったんですか？」

        「そんなことないわ。でもね、未央さん」

        だんだんと主張してきた私の胸の先端に、七恵さんの指先が触れる。そしてそこに爪を軽く立てられると、うなじから頭までをピリピリとした感触が走って行く。

        「ふ……ああぁ……!!」

        「……私だって、いつもしてもらってばかりじゃ悪いって思ったの。未央さんは、ずっとするほうがよかった？」

        「な、七恵さんが、したいほうで……！」

        「よかったぁ……」

        七恵さんはくすくすと笑いながら、私の胸を弄りつつも、背中に大きくグラウンドしてくる。前も後ろも刺激されて、こちらも訳がわからなくなってくる。

        「あ……ああ……あああ……！」

        「よかった、未央さん、きもちい？」

        「きもちい……きもちいからぁ……や……ああ……！」

        だんだんと背中に当たる先端も硬く主張してきて、私の背中を引っ掻きはじめた。そして私もだんだんと下腹部がむずむずとしてきて、自然と太股を摺り合わせていると、七恵さんは一旦胸を動かすのを止め、私の下腹部へと手を伸ばしてきた。

        大きな胸が密着したまま、お湯でぺたんと張り付いた私の茂みをまさぐられて、秘裂を撫でてくる。

        「もうぬるぬるしてるわね。これは、私がおっぱいで背中を洗ったから？　それとも未央さんのおっぱいを弄ったからかしら？」

        「わ、かんな……」

        「ちゃんと言ったら、もっと気持ちいいことできると思うけど？」

        「な……っちも」

        「え？」

        「どっちも……気持ちよかったからぁぁぁあ……ひんっ……」

        私の回答に満足したのか、秘裂に指を三本ほど突き立ててきた。そのまま中をバラバラと動かされていく。

        もういつ気持ちいい感覚が襲ってくるのか、湯気のせいなのか、七恵さんの胸のせいなのかわからず、私の喘ぎ声もどんどんと吐き出されていく。彼女の指が、ある一点を掠めた途端に、まぶたの裏にチカチカと星が散らばった。

        「あら、ここがいいの？」

        「いい……いいからぁ……」

        「このまま、イッちゃいましょうね」

        「ひんっ……やぁ……ああっ……あああ……っっ」

        さんざん喘ぎ声を上げていたら、終わりは唐突に押し寄せてきた。

        ドロッと最奥から蜜が吐き出されて、七恵さんの手についていた泡を押し流すようにして溢れ出したのだ。その量の多さに、私はしばらく呆気に取られていた。

        達したんだとわかり、私もくったりともたれかかると、七恵さんの胸がちょうどいい枕になった。そんな私を、七恵さんが優しく頭を撫でてくれた。

        「よかった？」

        「……本当に、すっごく」

        「嬉しい……未央さんが、うちに来てくれて、倒れていてくれて、本当によかった」

        そう言われて、振り返ると、七恵さんはさっきまで私をドＳに攻め立てていたのはどこへやら、いつものはんなりとした笑顔で私の頭を撫でていた。

        「本当に、これからもよろしくね」

        「……もちろんですよ」

        気付けば大きく頷いていた。

        　

        由利温泉郷の民宿、京極堂。

        女性のお客様大歓迎。料理は女将のおいしい手料理が。温泉は肌に優しく疲労回復にも役立ちます。布団はふかふか。精一杯おもてなしいたします。

        ときどき女将と仲居の睦み合う声が聞こえるのは、ご愛敬。

        　

        　

        　

        了
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